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第２章 介護支援専門員の行うマネジメントの質の向上 

 

 

１ ケアプラン点検の目的と基本姿勢 
 

ケアプラン点検の目的や基本姿勢は、「ケアプラン点検支援マニュアル」（平成 20 年 7 月
18 日厚生労働省老健局振興課）に次のとおり記載されている。 

 
(1) ケアプラン点検の目的 

 
 
 
 
 
 
 
 

(2) ケアプラン点検に当たっての基本姿勢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまり、ケアプラン点検は、保険者と介護支援専門員が「自立支援に資するケアマネ
ジメント」を図るために共にケアプランを確認するものであるといえる。 

 

 

ケアプラン点検は、ケアプランがケアマネジメントのプロセスを踏まえ「自立支
援」に資する適切なケアプランとなっているかを、基本となる事項を介護支援専門
員とともに検証確認しながら、介護支援専門員の「気づき」を促すとともに「自立
支援に資するケアマネジメント」とは何かを追及し、その普遍化を図り健全なる給
付の実施を支援するために行うものです。 

① 点検に際して事業所側の事務の負担を考慮し、資料などは必要最小限なもの
とすることが大切です。 

② ケアプランを形式的に点検するのが目的ではないので、空欄があったからと
いって直ちにそれが問題となるわけではありません。 

③ 点検作業は一方ではなく双方向で行い、保険者と介護支援専門員がともに確
認しあう姿勢で臨みます。 

④ 介護支援専門員がどこに悩み、つまずいているのかを把握し点検を通して「気
づき」を促すことが大切です。 

⑤ 介護支援専門員を批判するのではなく一緒にレベルアップを図る方法である
ことを認識します。 

⑥ 介護支援専門員が、再度点検を受けてみたいと感じることができるよう、保険
者として継続的に支援していく姿勢が大切です。 

⑦ 地域特性を意識しながら、保険者として地域で何が課題になっているのかを
考察しながら進めていくことも大切です。 

⑧ 不適切なプランと思われるものがあった場合、プランの根拠について確認を
一緒に行う「振返りの作業」を実施し、次回からの計画作成に役立つように適
切なプラン作成の視点・気付きを促すことが重要です。 

⑨ このマニュアルは、1 表、２表、３表、分析表、全部で 42 問の質問項目があ
ります。これら全てを行うのではなく、必要な項目だけを適宜活用し効率的に
行うことが大切です。 

⑩ 点検を効率的に実施する為に必ずしも全てのケアプランに関して点検する必
要はなく、目的をはっきりさせて行うことが必要です。 
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２ 本ガイドラインを活用したケアプラン点検の特徴 
 

本ガイドラインを活用したケアプラン点検には、二つの特徴がある。 

 

 

 

 

ケアマネジメントの質を向上させる目的は、「自立支援に資するケアマネジメント」の達
成である。本ガイドラインでは「自立支援」を次のとおり定義する。 

要支援・要介護の状態になっても「可能な限りできる範囲で、可能な限り自分らしい生
活を営むこと、自分の人生に主体的・積極的に参画し自分の人生を自分自身で創っていく
こと」（注１ 63 頁）に対する支援 

本ガイドラインでは、効果的にケアマネジメントの質の向上を図るため、点検前に介護
支援専門員がアセスメントとケアプランを自己点検する方法を採用している。 

 

 

 

 

ケアプラン点検は、第一線で働く介護支援専門員という専門職とともに実施するため、
経験豊富な地域の主任介護支援専門員や保険者の職員であって介護支援専門員の資格を
有するものと、専門職ではない事務職員が協働して行うことが理想的である。 

しかし、専門職の不在が理由でケアプラン点検に取り組めていない保険者もあるため、
事務職員であっても適切に点検を行えるよう次の２点を踏まえてガイドラインを作成し
た。 

① 点検前に必要最低限のケアマネジメントに関する知識を学習する。 

② 介護支援専門員と認識を共有できる簡略な点検ツールを活用する(本ガイドライン
では、「リ・アセスメント支援シート」を使用（25〜28 頁)。）。 

 

 

 

 

 

 

 
 

特徴１ ケアプラン点検で、介護支援専門員のケアマネジメントの質の向上を図るこ
とを目的としている。 

特徴２ 専門職でなくてもケアプラン点検を円滑かつ適切に実施できる。 
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３ 本ケアプラン点検に必要なケアマネジメントに関する知識 
 

まず、事務職員がケアプラン点検を円滑かつ適切に実施できるように、ケアプラン点検
に必要なケアマネジメントに関する知識を整理する。 

 
(1) ケアプランとは 

ケアプランとは、要介護者等に対して、自立支援のためのサービス等を効果的かつ計
画的に提供するため、通常、介護支援専門員により作成される介護サービスの計画で
ある。 

ケアプランは、一般的に「介護サービス計画」と「介護予防サービス計画」のことを
表し、「介護サービス計画」は、利用者がサービスを利用する場所によって、「居宅サー
ビス計画」と「施設サービス計画」に分けられる。 

＜ケアプランの種類＞（注２ 63 頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ガイドラインでは、「居宅サービス計画」（以下「居宅ケアプラン」という。）の点検
を中心に説明していく。なお、居宅ケアプランは、厚生労働省の標準様式(平成 11 年 11
月 12 日付老企第 29 号厚生省老人保健福祉局企画課通知)では、第１表から第７表まで
となる（次頁参照）。 

 

 

 

要介護者 

要支援者 

介護サービス計画 

介護予防サービス計画 
(法 8 条の 2 第 18 項) 

居宅サービス計画 
(法第 8 条第 23 項) 

(居宅ケアプラン) 

(施設ケアプラン) 

(介護予防ケアプラン) 

※「法」は「介護保険法」を示す。 

施設サービス計画 
(法第 8 条第 25 項) 

-6-



  

＜居宅サービス計画書標準様式＞ 

ケアプランの本体 
 

第
１
表 

居宅サービス計画書 (1) 
・居宅サービス計画全体の方向性を示す帳票 
・利用者及び家族の生活に対する意向が示されている。 

第
２
表 

居宅サービス計画書 (2) 
・居宅サービス計画全体の中核になる帳票 
・第１表の「利用者及び家族の生活に対する意向」や「総合的な援助の方針」

と整合性がある。 
・アセスメントの結果、導き出された「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」

を解決して自立した日常生活を営む具体的な手順を表す。 

第
３
表 

週間サービス計画表 
・第２表で計画した援助内容を、週単位で示す帳票 

介護支援専門員等がケアマネジメントを進めていくための判断根拠 
 第

４
表 

サービス担当者会議の要点 
・サービス担当者会議を開催した場合に、会議の要点を記載する帳票 

第
５
表 

居宅介護支援経過 
・介護支援専門員がモニタリングを通じて把握した、利用者や家族の意向・

満足度等、目標の達成度の把握と変化、それに対応した事業者との調整内
容、居宅サービス計画の変更の必要性等について項目ごとに整理して記載
する帳票 

サービスの利用状況や費用についての管理 
 

第
６
表 

サービス利用票（兼居宅サービス計画） 
・サービス時間帯・内容とサービス提供回数の予定・実績を記載する帳票 

第
７
表 

サービス利用票別表 
・サービス内容に対する利用者の費用負担を示した帳票 
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(2) ケアマネジメントのプロセス 
 

介護支援専門員の行うケアマネジメントのプロセスは、基本的に次の６つからなる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

① インテーク（申請の受付） 
ア 利用者又はその関係者と介護支援専門員が初めて接触するのがインテークであ

る。介護支援専門員への第一印象になるため重要である。 
   イ インテークの方法としては電話や来所があるが、基本的には次のことを行う。 

   ・自己紹介 
・利用者及び相談者のおおまかな基本情報の収集 
・相談者の主訴の把握 
・今後の流れの説明（初回面接の予約、申請の受付等） 

 

② アセスメント（課題分析） 
ア アセスメントは、多くの個人情報（プライバシー）に触れるため、申請の受理後

に行われる。 
   イ アセスメントとは、利用者の有する能力、既に提供を受けているサービス（フォ

ーマル・インフォーマルを含む。）等の利用者の置かれている環境等の評価を通じて
利用者が現に抱える問題点を明らかにし、利用者が自立した日常生活を営むことが
できるように支援する上で解決すべき課題（ニーズ）を把握することである。 

   ウ 具体的には、利用者の居宅を訪問し、利用者及びその家族に面接をして、利用者
に関する情報を収集し、それを分析・評価して、生活全般の解決すべき課題(ニーズ)
を明らかにすることである。 

エ アセスメントは個人的な考え方や手法で行うものではなく「適切な 方法」で行
わなければならないものであり、厚生労働省通知（平成 11 年 11 月 12 日付老企第
29 号）「介護サービス計画書の様式及び課題分析標準項目の提示について」で、利
用者及びその家族との面接によって確認すべき２３のアセスメント標準項目（10〜
11 頁参照）が示されている。 

オ なお、標準項目は示されているが、アセスメント様式は居宅介護支援事業所又は
介護支援専門員によって様々となっているのが実態である。 

 

 

 

① インテーク（申請の受付） 
② アセスメント 
③ ケアプラン原案の作成 
④ サービス担当者会議と利用者の同意によるケアプランの確定 
⑤ サービスの実行 
⑥ モニタリング 
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③ ケアプラン原案の作成 
ケアプラン原案の作成とは、介護支援専門員が利用者の希望及び利用者についての

アセスメントの結果に基づき、「居宅サービス計画書(１)」、「居宅サービス計画書(２)」
及び「週間サービス計画表」の原案を作成することである。 

 

④ サービス担当者会議と利用者の同意によるケアプランの確定 
ア サービス担当者会議とは、利用者の状況等に関する情報を、ケアプラン原案に位

置付けた指定居宅サービス等の担当者と共有し、ケアプラン原案の内容について、
担当者から専門的な見地からの意見を求めるために介護支援専門員が開催する会議
である。 

イ 会議の参加者は、利用者、家族、主治医、ケアプランに位置付けられているサー
ビスの担当者、近隣住民やボランティア等の関係者である。 

ウ 新規ケース、要介護度更新時及び要介護状態区分変更時には、必ず開催される。 
エ サービス担当者会議での参加者からの意見によりケアプラン原案は修正される

が、修正された原案は、利用者の同意を得ることで確定する。 
 

⑤ サービスの実行 
確定したケアプランは、利用者やケアプランに位置付けた指定居宅サービス等の担

当者に交付され、サービスが実行される。 
 

⑥ モニタリング 
ア モニタリングとは、ケアプランの目標の達成状況やニーズの変化等を把握するこ

とであり、利用者の状況とサービスが合致しているかどうか確認するために行われ
る。 

イ モニタリングの結果、必要があればケアプランの変更を行う。 
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Ⅱ 課題分析標準項目（注３ 63 頁） 

基本情報に関する項目 
No. 標準項目名 項目の主な内容（例） 

1 基本情報（受付、利用
者等基本情報） 

居宅サービス計画作成についての利用者受付情報（受付日時、受付対
応者、受付方法等）、利用者の基本情報（氏名、性別、生年月日、住 
所、電話番号等の連絡先）、利用者以外の家族等の基本情報、居宅サ
ービス計画作成の状況（初回、初回以外）について記載する項目 

2 これまでの生活と現
在の状況 利用者の現在の生活状況、これまでの生活歴等について記載する項目 

3 利用者の社会保障制
度の利用情報 

利用者の被保険者情報（介護保険、医療保険等）、年金の受給状況（年
金種別等）、生活保護受給の有無、障害者手帳の有無、その他の社会
保障制度等の利用状況について記載する項目 

4 現在利用している支
援や社会資源の状況 

利用者が現在利用している社会資源（介護保険サービス・医療保険サ
ービス・障害福祉サービス、自治体が提供する公的サービス、フォー
マルサービス以外の生活支援サービスを含む）の状況について記載す
る項目 

5 日常生活自立度（障
害） 

「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）」について、現在の要
介護認定を受けた際の判定（判定結果、判定を確認した書類（認定 
調査票、主治医意見書）、認定年月日）、介護支援専門員からみた現
在の自立度について記載する項目 

6 日常生活自立度（認
知症） 

「認知症高齢者の日常生活自立度」について、現在の要介護認定を受
けた際の判定（判定結果、判定を確認した書類（認定調査票、主治医 
意見書）、認定年月日）、介護支援専門員からみた現在の自立度につ
いて記載する項目 

7 主訴・意向 利用者の主訴や意向について記載する項目 
家族等の主訴や意向について記載する項目 

8 認定情報 利用者の認定結果（要介護状態区分、審査会の意見、区分支給限度額
等）について記載する項目 

9 今回のアセスメント
の理由 

今回のアセスメントの実施に至った理由（初回、要介護認定の更新、
区分変更、サービスの変更、退院・退所、入所、転居、そのほか生活 
状況の変化、居宅介護支援事業所の変更等）について記載する項目 

 
課題分析（アセスメント）に関する項目 
No. 標準項目名 項目の主な内容（例） 

10 健康状態 

利用者の健康状態及び心身の状況（身長、体重、BMI、血圧、既往歴、
主傷病、症状、痛みの有無、褥そうの有無等）、受診に関する状況 
（かかりつけ医・かかりつけ歯科医の有無、その他の受診先、受診頻
度、受診方法、受診時の同行者の有無等）、服薬に関する状況（かか
りつけ薬局・かかりつけ薬剤師の有無、処方薬の有無、服薬している
薬の種類、服薬の実施状況等）、自身の健康に対する理解や意識の状
況について記載する項目 

11 ADL 
ADL（寝返り、起きあがり、座位保持、立位保持、立ち上がり、移乗、
移動方法（杖や車椅子の利用有無等を含む）、歩行、階段昇降、食事、
整容、更衣、入浴、トイレ動作等）に関する項目 

12 IADL IADL（調理、掃除、洗濯、買物、服薬管理、金銭管理、電話、交通機
関の利用、車の運転等）に関する項目 
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No. 標準項目名 項目の主な内容（例） 

13 認知機能や判断能力 
日常の意思決定を行うための認知機能の程度、判断能力の状況、認知
症と診断されている場合の中核症状及び行動・心理症状の状況（症状
が見られる頻度や状況、背景になりうる要因等）に関する項目 

14 
コミュニケーション
における理解と表出
の状況 

コミュニケーションの理解の状況、コミュニケーションの表出の状況
（視覚、聴覚等の能力、言語・非言語における意思疎通）、コミュニ
ケーション機器・方法等（対面以外のコミュニケーションツール（電
話、PC、スマートフォン）も含む）に関する項目 

15 生活リズム 
１日及び１週間の生活リズム・過ごし方、日常的な活動の程度（活動
の内容・時間、活動量等）、休息・睡眠の状況（リズム、睡眠の状況
（中途覚醒、昼夜逆転等）等）に関する項目 

16 排泄の状況 
排泄の場所・方法、尿・便意の有無、失禁の状況等、後始末の状況等、
排泄リズム（日中・夜間の頻度、タイミング等）、排泄内容（便秘や
下痢の有無等）に関する項目 

17 清潔の保持に関する
状況 

入浴や整容の状況、皮膚や爪の状況（皮膚や爪の清潔状況、皮膚や爪
の異常の有無等）、寝具や衣類の状況（汚れの有無、交換頻度等）に
関する項目 

18 口腔内の状況 

歯の状態（歯の本数、欠損している歯の有無等）、義歯の状況（義歯
の有無、汚れ・破損の有無等）、かみ合わせの状態、口腔内の状態（歯
の汚れ、舌苔・口臭の有無、口腔乾燥の程度、腫れ・出血の有無等）、
口腔ケアの状況に関する項目 

19 食事摂取の状況 
食事摂取の状況（食形態、食事回数、食事の内容、食事量、栄養状態、
水分量、食事の準備をする人等）、摂食嚥下機能の状態、必要な食事
の量（栄養、水分量等）、食事制限の有無に関する項目 

20 社会との関わり 

家族等との関わり（家庭内での役割、家族等との関わりの状況（同居
でない家族等との関わりを含む）等）、地域との関わり（参加意欲、
現在の役割、参加している活動の内容等）、仕事との関わりに関する
項目 

21 家族等の状況 

本人の日常生活あるいは意思決定に関わる家族等の状況（本人との関
係、居住状況、年代、仕事の有無、情報共有方法等）、家族等による
支援への参加状況（参加意思、現在の負担感、支援への参加による生
活の課題等）、家族等について特に配慮すべき事項に関する項目 

22 居住環境 

日常生活を行う環境（浴室、トイレ、食事をとる場所、生活動線等）、
居住環境においてリスクになりうる状況（危険個所の有無、整理や清
掃の状況、室温の保持、こうした環境を維持するための機器等）、自
宅周辺の環境やその利便性等について記載する項目 

23 その他留意すべき事
項・状況 

利用者に関連して、特に留意すべき状況（虐待、経済的困窮、身寄り
のない方、外国人の方、医療依存度が高い状況、看取り等）、その他
生活に何らかの影響を及ぼす事項に関する項目 
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４ ケアプラン点検の具体的方法 
 

＜ケアプラン点検の流れ＞ 
ケアプラン点検は、次の流れで実施していく。 

 

 

 
ア ケアプランの選定 
イ 介護支援専門員への資料提出依頼 

提出資料例 
・ケアプラン第１表〜第５表 
・基本情報シート 
・リ・アセスメント支援シート 

      ・ケアプラン第１表〜第３表（「リ・アセスメント支援シート」により 
修正したもの） 

 
 

 
ア 提出資料の作成 

・基本情報シートの作成 
・リ・アセスメント支援シートの作成 

 ・ケアプラン第１表〜第３表の修正 
イ 保険者への資料提出 

 

 

 

 
ア 提出資料の質問事項の整理 

 

 

 

 
ア 注意事項の確認 
イ 面談の実施 

 

 

 
 
 

ア ケアプランの修正と今後への反映 
イ 気づきの共有化 
ウ 点検の整理・分析 
エ 課題解決 

 

 

 

 

(1) 保険者の事前準備                 13 ページ 

(2) 介護支援専門員の面談前準備            14 ページ 

(3) 保険者の面談準備                 15 ページ 

(4) 面談                       15 ページ 

(5) 面談後                      20 ページ 
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(1) 保険者の事前準備 

ア ケアプランの選定 
ケアプランの選定方法はいろいろと考えられるが、例えば次のような方法がある。 

    【選定方法１】 
対象：全ての介護支援専門員のケアプラン 
介護支援専門員一人当たりの点検件数：１件程度 
特徴：多くの介護支援専門員のケアマネジメントの質の向上が可能であり、保険

者とより多くの介護支援専門員間の意思疎通が図れる。 
【選定方法２】 

対象：新任の介護支援専門員のケアプラン 
介護支援専門員一人当たりの点検件数：２件程度 
特徴：新任の介護支援専門員のケアマネジメントの質の向上を重点的に図る。 

【選定方法３】 
対象：経験豊富な介護支援専門員のケアプラン 
介護支援専門員一人当たりの点検件数：１件程度 
特徴：経験豊富な介護支援専門員による経験の浅い介護支援専門員への影響は大

きいため、まず経験豊富な介護支援専門員のケアマネジメントの質の向上を
図る。 

【選定方法４】 
対象：保険者が年度ごとに決めたテーマのケアプラン 
    例 独居で認知症のある高齢者 
特徴：保険者が課題と考えているケアプランの内容が把握でき、点検で介護支援

専門員のケアマネジメントの質の向上を図れる。 
地域全体の介護支援専門員のケアマネジメントの質の向上を図るためには、なる

べく多くの介護支援専門員のケアプランを確認することが望ましい。ただし、点検す
る側の人員体制の確保といった課題もあるため、未実施の保険者は、まず「新任の介
護支援専門員のみを対象にする」「点検テーマを絞る」等、可能な規模から取り組ん
でいくことも考えられる。 

 
イ 介護支援専門員への資料提出依頼 

保険者は介護支援専門員に次の資料の提出を依頼する。 
・ケアプラン第１表〜第５表 
・基本情報シート（23〜24 頁） 
・リ・アセスメント支援シート（25〜28 頁） 
・リ・アセスメント支援シートに基づき修正されたケアプラン第１表、第２表、第  

３表（以下「ケアプラン第 1 表（ＣＭ提出）、ケアプラン第２表（ＣＭ提出）、第 
３表（ＣＭ提出）」という。） 
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(2) 介護支援専門員の面談前準備 
介護支援専門員は事前準備をすることで、まず自分でアセスメントやケアプランの

点検を行うことができる。 

ア 提出資料の作成 

「基本情報シート」の作成 
① 利用者の基本情報に関する項目を記載する。 
② 本ガイドラインでは、参考様式（23〜24 頁）を提示するが既存のものを活用して

も差し支えない。 

 「リ・アセスメント支援シート」の作成 
① 介護支援専門員が面接で得た情報（状態・問題（困りごと）・意向）と介護支援専 

門員側の判断を記載することで、自らのアセスメントを振り返るとともに、ケア 
プラン第２表の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」が適切か検討する。 

 「ケアプラン第１表〜第３表」の修正 
 第２表、第１表、第３表の順に修正を行っていく。 

① 第２表の修正 
・「第２表」の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」は、「リ・アセスメント支 

援シート」の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」（整理後）の語句及び優 
先順位と合致させる。 

・「第２表」の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」が修正された場合は、そ 
れに合わせ、「ケアプラン確認シート」（48 頁）を活用しながら、「目標」、「援助 
内容」も修正する。 

② 第１表の修正 
・「第１表」の「利用者及び家族の生活に対する意向」が、「第２表」の「長期目標」 

を総合化した内容になっているか確認し、必要があれば修正する。 
・「第１表」の「総合的な援助の方針」が、「利用者及び家族の生活に対する意向」 

に対応しているかを確認し、必要があれば修正する。 
③ 第３表の修正 

・「第２表」の修正に合わせて修正する。 
 

イ 保険者への資料提出 
介護支援専門員は次の資料を保険者に提出する。 
・ケアプラン第１表〜第５表 
・基本情報シート 
・リ・アセスメント支援シート 
・リ・アセスメント支援シートにより修正されたケアプラン第１表（ＣＭ提出）〜 

第３表（ＣＭ提出）
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(3) 保険者の面談前準備 

ア 提出資料の質問事項の整理 
保険者は介護支援専門員との面談の際に「基本情報シート」、「リ・アセスメン

ト支援シート」、「ケアプラン第 1 表（ＣＭ提出）〜第３表（ＣＭ提出）」につい
て質問する内容を、「面談ポイントシート」（119〜131 頁）を活用し、整理してお
く。「ケアプラン第１表〜第５表」は確認する際に参考にする。 

 
(4) 面談 

ア 注意事項の確認 
  面談前に次の①〜③の注意事項を必要に応じて確認する。 

① 「ケアプラン点検に当たっての基本姿勢」を読み直す。 
事務職員にとって、アセスメントやケアプランの内容について専門職である

介護支援専門員と面談を行うことは、ケアマネジメントがよく分からないと考
え、消極的になる可能性がある。また、分からないことを介護支援専門員に確
認することは保険者として恥ずかしいと感じる可能性もある。その時には、「ケ
アプラン点検に当たっての基本姿勢」（４頁）を読み返してから面談に臨むこと
が望ましい。事務職であっても、そこに記された心構えで繰り返し面談に臨め
ば、介護支援専門員と一緒に考えていく中で、自然にケアマネジメントの質の
向上に必要な点検者としての視点が身についていく。 

② 質問する時は、介護支援専門員を非難しないように配慮する。 
例えば、「○○については聞いていますか。」と、空欄について質問をする 

と、介護支援専門員は非難をされているように感じる可能性がある。主旨は同
じ質問でも「○○について、利用者が語ったことはありますか。」と言い方を
変えるだけで、利用者について介護支援専門員が話しやすくなり、利用者のイ
メージを保険者と介護支援専門員が深く共有することができるようになる。 

③ ケアプラン点検に管理者を同席させる場合には注意する。 
ケアプラン点検で得た気づきを、当該介護支援専門員だけではなく、居宅介

護事業所全体で共有させるためには、面談時に管理者が同席するのも一案であ
る。ただし、その場合は、管理者が同席することにより、介護支援専門員が自
由に意見を述べることが阻害されることがないよう注意する必要がある。 
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イ 面談の実施 
  面談は次の流れで実施していく。 

① 保険者によるケアプラン点検の「目的」、「ルール」、「面談の進め方」の説明 

㋐ 目的 
  ・介護支援専門員のケアマネジメントの質の向上を図ること。 

・ケアマネジメントの質の向上により、利用者に可能な限りできる範囲で 
可能な限り自分らしい生活を営んでもらうこと。 

・「いかにして利用者の楽しみのある幸せな生活を実現するか」を保険者 
と介護支援専門員が共に考えること。 

㋑ ルール 
・保険者と介護支援専門員が共に不愉快にならないようにすること。その 

ためには、双方が努力する必要があること。 
※面談は争う場ではなく、共に確認する場である。 

㋒ 面談の進め方 
下記区分ごとに、まず介護支援専門員が説明し、次に保険者の質問に対し 

て介護支援専門員が回答していく。 
面談の進行状況に応じて適宜、休憩を入れる。 

区分 確認該当箇所 

１ 「基本情報シート」 
「リ・アセスメント支援シート」の「状態」欄 

２ 
「リ・アセスメント支援シート」の「問題（困りごと）」欄、 
「リ・アセスメント支援シート」の「意向・意見・判断」欄 
「リ・アセスメント支援シート」の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）
（整理前）」欄 

３ 
「リ・アセスメント支援シート」の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）
（整理後）」欄 
「リ・アセスメント支援シート」の「優先順位」欄 

４ 「ケアプラン第２表（ＣＭ提出）」 

５ 「ケアプラン第１表（ＣＭ提出）」、「ケアプラン第３表（ＣＭ提出）」 
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② 保険者による最初の質問 
保険者は介護支援専門員にしっかりと点検の目的を理解してもらい、点検中に常

に意識してもらうために最初に次の質問をする。 
「利用者は楽しみのある幸せな生活を営んでいると思いますか？」 

③【区分１】・「基本情報シート」の確認 

・「リ・アセスメント支援シート」の「状態」欄の確認 
＜ポイント＞ 
介護支援専門員と利用者のイメージを可能な限り共有する。 
㋐ 介護支援専門員による説明 

「基本情報シート」や「リ・アセスメント支援シート」の「状態」欄について介
護支援専門員が強調したいこと又は追加したいことがあれば説明してもらう。 

㋑ 保険者と介護支援専門員による利用者のイメージの共有 
保険者の質問に対して介護支援専門員が回答していくことで、利用者のイメー

ジを双方で共有する。 
基本的には、「面談ポイントシート」を活用して質問していくが、次の点を意識

して進める。 
 ・利用者の生活を活性化させる「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」を導き出 

せるような材料を発見する。 
・利用者のイメージを深く共有するために、シートに記載されていない情報を引き 

出す。 

④【区分２】「リ・アセスメント支援シート」の 

・「問題（困りごと）」欄の確認 
・「意向・意見・判断」欄の確認 
・「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）（整理前）」の確認 

＜ポイント＞ 
「状態」から最終的に適切なニーズを導き出せているかを確認する。 

㋐ 介護支援専門員による説明 
「リ・アセスメント支援シート」の「状態」を受けた「問題（困りごと）」、「意 

向・意見・判断」、「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）（整理前）」欄について、
介護支援専門員が強調したいこと又は追加したいことがあれば説明してもらう。 

㋑ 保険者と介護支援専門員による「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）（整理前）」
の確認 

保険者の質問に対して介護支援専門員が回答していくことで、適切なニーズが
導き出されているか確認する。 

確認の結果、「リ・アセスメント支援シート」の内容の修正が必要な場合は、そ
の場で赤字等により修正をする。  
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⑤【区分３】「リ・アセスメント支援シート」の 

・「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）（整理後）」の確認 
・「優先順位」の確認 

＜ポイント＞ 
適切にニーズが整理され、優先順位がつけられているかを確認する。         
㋐ 介護支援専門員による説明 

整理前から整理後へニーズを整理した考え方と優先順位の理由について、介護
支援専門員に説明してもらう。 

㋑ 保険者と介護支援専門員による整理後のニーズと優先順位の確認 
保険者の質問に対して介護支援専門員が回答していくことで、ニーズが適切に

整理され、優先順位が適切についているかを確認する。 
確認の結果、修正が必要な場合は、その場で赤字等により修正する。 

⑥【区分４】「ケアプラン第２表（ＣＭ提出）」の確認 
㋐ 修正内容の反映 

③④⑤で「基本情報シート」及び「リ・アセスメント支援シート」を確認した結
果に基づき「第２表（ＣＭ提出）」を修正する。例えば、ニーズを修正した場合は、
まず「第２表（ＣＭ提出）」のニーズをその場で赤字等により修正する。 

㋑ 介護支援専門員による説明 
第２表（ＣＭ提出）について介護支援専門員が強調したいこと又は追加したい

ことがあれば説明してもらう。 
㋒ 保険者と介護支援専門員による「第２表（ＣＭ提出）」の確認 

保険者は「面談ポイントシート」で整理した内容をもとに、「ケアプラン確認シ
ート」も活用しながら、介護支援専門員に質問していく。 

保険者の質問に対して介護支援専門員が回答していくことで、「第２表（ＣＭ提
出）」が適切に作成されているかを確認する。 
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⑦【区分５】「ケアプラン第１表（ＣＭ提出）」の確認 
「ケアプラン第３表（ＣＭ提出）」の確認 

㋐ 修正内容の反映 
③④⑤⑥で「基本情報シート」、「リ・アセスメント支援シート」及び「ケアプラ

ン第２表（ＣＭ提出）」を確認した結果に基づき、「第１表（ＣＭ提出）」「第３表（Ｃ
Ｍ提出）」をその場で赤字等で修正する。 

㋑ 介護支援専門員による説明 
「第１表（ＣＭ提出）」、「第３表（ＣＭ提出）」について介護支援専門員が強調し

たいこと又は追加したいことがあれば説明してもらう。 
㋒ 保険者と介護支援専門員による「第１表（ＣＭ提出）」及び「第３表（ＣＭ提出）」

の確認 
保険者は「面談ポイントシート」で整理した内容をもとに、介護支援専門員に 

質問していく。 
保険者の質問に対して介護支援専門員が回答していくことで、「第１表（ＣＭ提

出）」と「第３表（ＣＭ提出）」が適切に作成されているかを確認する。
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(5) 面談後 

ア ケアプランの修正と今後への反映 
介護支援専門員は必要に応じて利用者やサービス担当者等にケアプランの修

正を提案してみる。また、今後作成する他のケアプランに点検で気が付いたこと
を反映させる。 

イ 気づきの共有化 
「ケアプラン点検面談後報告書（132〜133 頁参照）」等を活用し、介護支援専

門員と保険者が「点検で気が付いた点」を互いに報告する。 

ウ 点検の整理・分析 
保険者は、点検での介護支援専門員の回答や気づき等を整理・分析し、地域の

介護支援専門員の特徴・課題を把握する。 

エ 課題解決 
保険者は、ケアマネジメントの質の向上のために研修会等を開催して、把握し

た課題を解決する。 
 
 

＜補足＞ガイドラインの活用について 

○本ガイドラインは、参考であり活用するか否かは保険者の判断による。また、
活用する場合も全てこのとおりに取り組まなければならないものではない。 

○例えば、点検する帳票については、次のように考えることも可能である。 

・ケアプラン「第１表」、「第２表」、「第３表」はケアプランの本体であり連
動した帳票であるため、「第１表」、「第２表」、「第３表」全てを点検するこ
とが望ましい。 

・しかし、時間的な制約から点検を効率的に行う場合は、「基本情報シート」、
「リ・アセスメント支援シート」及びケアプランの中核である「第２表」
のみを点検し、ケアマネジメントの質の向上を図ることも可能である。 

・その場合、介護支援専門員の事前準備は、「基本情報シート」及び「リ・ア
セスメント支援シート」の記入並びにケアプラン「第２表」の修正となる。 

○このように、保険者の実情に合わせてガイドラインの必要な項目を適宜活用
していただきたい。 
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５ ケアプラン点検で活用するシート 
Ⅰ リ・アセスメント支援シート 

(1) 「リ・アセスメント支援シート」とは 
    「リ・アセスメント支援シート」とは、介護支援専門員がアセスメントを適切

に行っているかを確認するために活用するシートである。 

(2) アセスメントの確認が必要な理由 
    「ケアプラン全体の中核となるケアプラン第２表」の「生活全般の解決すべき

課題（ニーズ）」は、アセスメントによって導き出され、継続的なアセスメント
（モニタリング）によって見直されるため、ケアプランはアセスメントの成果物
であるといえる。したがって、アセスメント力の向上はケアマネジメントの質の
向上につながる。 

(3) 「リ・アセスメント支援シート」の活用で確認できること 
    「リ・アセスメント支援シート」を記載することで、利用者が自分らしい生活

を営めるように利用者の生活を活性化させる「生活全般の解決すべき課題（ニー
ズ）」を適切に導き出せるように作成してある。そのため、「リ・アセスメント支
援シート」を眺めれば、「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」とそれに基づく
「ケアプラン第２表」が適切なものになっているかを確認できる。 

    なお、重要なのは、シートを全て埋めることではなく、シートを作成すること
で介護支援専門員が自身のケアマネジメントを振り返り、その質の向上につなげ
ることである。 

(4) シートの名称について 
名称を「アセスメント支援シート」ではなく、「リ・アセスメント支援シート」

とした理由は、シートは初回のアセスメントで全てを埋めるのではなく、アセス
メントを重ねていくうちに埋まっていくものであることを表現したためである。
介護支援専門員は、シートの構造や内容を常に意識しながらアセスメントを重ね
ていくことで、初回もサービス実行後も適切なニーズを導き出せるようになる。    

(5) ケアプラン点検で「リ・アセスメント支援シート」を活用する理由 

ア 介護支援専門員が事前にアセスメントを自己点検するため。 
  イ 保険者と介護支援専門員とが認識を共有するため。  

(6) 「リ・アセスメント支援シート」の記載について 
介護支援専門員が「リ・アセスメント支援シート」を円滑に記載できるよう、

保険者は事前に記載方法を説明するなどして対応することが大切である。 
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（7） 「リ・アセスメント支援シート」の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
） 

   

サ
ー
ビ
ス
の
根
拠
と
な
る
ニ
ー
ズ 

 

 
④ 

利
用
者
又
は
家
族
の
意
向
（
生
活
へ
の
意
欲
を
含
む
） 

（
～
し
た
い
等
） 

転 
換 

転 
換 
 

= 

ケアプラン第2表へ 

介
護
支
援
専
門
員
の
判
断 

（
～
が
必
要
） 

①
～
⑤
を
総
合 

 

介護支援専門員の行うアセスメント 

 
働きかけ 

 
働きかけ 

リ・アセスメント支援シートは、介護支援専門員が把握している情報から適切に
ニーズを導き出せるように、上記の構造に合わせて作成している。 
 

把握し見通す 

合
致
・
一
致 

③ 介護支援専門員の考える利用者の問題 
 

利用者の生活上の支障 
（～で困っているのではないか） 
（～で困っていると考えて欲しい） 

 

① 

利
用
者
の
状
態 

（
健
康
状
態
・
Ａ
Ｄ
Ｌ
等
） 
 

② 

利
用
者
又
は
家
族
の
問
題 

（
～
で
き
ず
に
困
る
等
） 

 

（介護支援専門員の役割） 
利用者又は家族が問題を認識していない

ときは、認識するように働きかける。 
 
利用者又は家族の意向が表明されていな

いときや、低いときは意向を向上させる

ように働きかける。的外れのときは、修

正する働きかけを行う。 

⑤ 医師・専門職等意見 
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ふりがな

基本情報シート　（1/2）
作成日

利用者氏名

作成者

相談者氏名 受付方法 来所・電話・他（　　）

前回アセスメント状況 実施年月日 理由 初回 更新 状態の変化

続柄 本人・家族・他（　　　） 受付日 受付対応者

退院 退所 他（         ） 実施場所 自宅・病院・施設・他（　　　）

生年月日 明・大・昭　 　　年　　月　　日 歳 性別 男・女

現住所

自宅TEL
家
族
状
況
（

ジ
ェ

ノ
グ
ラ
ム
）

世帯 独居・高齢者のみ・他（　　　　人暮らし）
携帯TEL

要介護状態区分被保険者番号

FAX

E-mail  

家
族
情
報
・
緊
急
連
絡
先

介護者
緊急の

連絡先 氏名 続柄 同居・別居 住所 連絡先

1 同・別

3 同・別

2 同・別

特記
事項同・別

同・別

住
居
の
状
況

住居 戸建（　　　　）・アパート・マンション・公営住宅（　　　）階・他（                                           ）

生
活
状
況

生活歴 趣味・好きなこと

エレベーター 無・有 （　　　　　　　　　　　　） 所有形態

（　無　・　有　）

持ち家・貸家 トイレ 和式・洋式・温水洗浄便座

自宅周辺の環境や住居に対する特記事項

情報収集源・情報活用状況
改修の必要性

（住宅間取図）
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ふりがな

基本情報シート　（2/2）

作成日

利用者氏名
作成者

支給限度額等 　　　　　　単位／月

公費医療等 無 　有（　　　　　　　） 審査会の意見

認定日 有効期間 ～介護2 介護3 介護4 介護5 負担割合（　　   割）

認
定
情
報
等

社保 共済 他（　　　　          ）

介護保険 申請中

B2 C1 C2

難病（　　　　　   　　） 障害等名（　　　　　　　　　　　　　　　　） 認定調査票 自立 J1 J2 A1

自立 J1 J2 A1 A2 B1無 身障（　　 種　　級） 精神（　　   級） 療育（　　   　度）

障害高齢者の日常生活自立度

主治医意見書

介護支援専門員

A2 B1 B2 C1 C2

生活保護 無 有（　　　　　　　　　　　） 担当者名

障害等

B2 C1 C2

経済状況 国民年金 厚生年金 障害年金 遺族年金 他　（　　　　　　  ）

認知症高齢者の日常生活自立度

自立 J1 J2 A1 A2 B1

Ⅲb Ⅳ M

収入額・支出額 収入 （　　　　　円／月） 支出 （　　　　　円／月） 認定調査票

主治医意見書 自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa

Ⅳ M

金銭管理者 本人 家族（　　　　　　　　）　 他（　　　　　　　　　         ） 介護支援専門員 自立 Ⅰ

自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb

病
歴

発症時期 病名 医療機関・医師名（主治医・意見書作成者に○）・連絡先 経過 受診状況 治療内容

Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ M

利
用
者
の
社
会
保
障
制
度
の
利

用
情
報
等

支援1 支援2 介護1

医療保険 後期高齢 国保

℡　 治療・経観・他

℡　 治療・経観・他

℡　 治療・経観・他

℡　 治療・経観・他

℡　 治療・経観・他

℡　 治療・経観・他

℡　 治療・経観・他

薬局名 □　かかりつけ

主
訴
・
意
向

相
談
内
容

特

記

事

項

利
用
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス

サービス種別 頻度 事業者・ボランティア団体等 担当者 連絡先

利
用
者
の

要
望

家
族
の

要
望
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意向の度合 高

実施中

不要

失 意向の表明 阻中 低

対応難度
ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

ＣＭ
判断

医師・
専門職等

意見

低

家族
意向

失意向の度合 高 中

困難実施中 検討中

未検討

意向の表明

未検討

意向の表明 阻

夜間
のみ可

中

実施中 対応難度 困難
ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

医師・

専門職等

意見

低 意向の表明 阻

高

阻

困難対応難度検討中 不要

利用者
意向

家
族
・
知
人
等
の
状
況

介護者の
健康

介護提供
利

用

者

家
族

病身 他

日中
のみ可

健康 高齢

無

介護者の
負担感

無 有

不定期常時可

介護者の就労・
就学状況

無

不潔
行為

無関心

家
族

介護
抵抗

夜間
不穏

時々
できる

利用者
意向

ＣＭ
判断

ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

失低

検討中

阻意向の度合

未検討 不要

失中

低 阻

暴言 暴行 多動

問題無

通じ
ない

家族
意向

関連 整理後

優先
順位整理前

意向・意見・判断
生活全般の解決すべき課題（ニーズ）

リ・アセスメント支援シート （1/4）

問題（困りごと）状　　　態

利用者名
作成日

作成者

家族
意向

ＣＭ
判断

利用者
意向

低

中

中

高

意向の度合 高 失

家
族

利
用
者

意向の度合 高

失 意向の表明

殆ど
見えない

はっきり
見えない

問題無

無 有

利
用
者

認
知
と
行
動

意思決定

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

言語

聴力

精神症状

行動障害

無 有

視力

補聴器

認知障害

情緒・情動

指示反応

興奮

徘徊

幻覚

維持・改善の要
素、利点

昼夜
逆転

できる

自立 軽度 中度

異食
行為

せん妄

できる

通じる
時々

通じる

無

特別な場合以
外はできる

抑うつ 不安

困難

妄想 見当識

重度

意向の度合

意向の表明

医師・

専門職等

意見

維持・改善の要
素、利点

眼鏡

問題無 問題有

困難意思伝達

維持・改善の要
素、利点

活用している
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ機器

電話 FAX PC スマホ その他

殆ど
聞こえない

はっきり
聞こえない

問題無

-25-



/

無

普通

普通

経口
摂取

栄養状態

飲水

尿意
無

尿
意
有

便
意
無

嚥下
障害有

ml／日

cm kg
身長・体重

無 有体重変動BMI

高

かゆ

失

ソフト
食

阻低中

利用者
意向

経管
摂取

不良

咀嚼
問題有

部分

ペース
ト状

少ない多い

普

家
族

他

有
利
用
者

意向の度合

全部

排泄（尿）

入浴

麻痺・拘縮 無

じょく瘡・皮
膚・爪の問題

麻痺有

血圧

昼： 　　回 ・夜：　　 回

良好 不良
口腔内の状
況

主疾病（症
状痛み等）

ＣＭ
判断

生活全般の解決すべき課題（ニーズ）

関連 整理後
状　　　態 問題（困りごと） 意向・意見・判断

不要

22

維持・改善の
要素、利点

無

10

未検討 対応難度

常

回／週・月

　　日 　回
便秘
無

便秘
有

12

検討中 困難

14 16

実施中

意向の表明

家族
意向

2420

ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

多い

204

医師・
専門職等

意見

便
意
有

（　　　kcal／日・　　回／日・　　　　　　　　　　）

重湯
ペース
ト状

他

 　ml／日 飲水量

優先
順位

中 低 阻

整理前

作成日

意向の度合

意向の表明失

リ・アセスメント支援シート （2/4） 作成者

医師
指示量

下痢
無

下痢
有

高

6 18

利用者名

健
康
状
態

とろみ

食事摂取形態

有

生活リズム

常

排泄（便）

義歯の有無等

食事量

食事摂取 問題無

食事形態
（副食）

良

2

治療中

拘縮有

少ない

8

薬

食事形態
（主食）

無
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問題（困りごと） 意向・意見・判断
整理前

生活全般の解決すべき課題（ニーズ）

関連 整理後

意向の表明

失 意向の表明 阻

低

全介助

全介助

全介助

その他

全介助

一部介助

ベッド

全介助

全介助

自立 一部介助

全介助一部介助

全介助

歩行器杖

優先
順位

一部介助

全介助

全介助一部介助

車椅子

全介助

一部介助

利用者
意向

中

阻

実施中
ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

家族
意向

ＣＭ
判断

低 阻意向の度合 高 意向の表明

低 失 意向の表明 阻

家族
意向

対応難度 困難
ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

リ・アセスメント支援シート （3/4）

検討中 未検討 不要

失

全介助

全介助

一部介助

一部介助 全介助

パット

ベッド上

パット

実施中

困難対応難度

全介助

自立

ゴミ出し

維持・改善
の要素、利
点

一部介助

一部介助

一部介助自立

献立 自立 一部介助 全介助

検討中 未検討 不要

医師・
専門職等

意見

意向の度合 高 中

更衣・整容

服薬状況

調理と片付け

起上がり 一部介助

買物

金銭管理

医師・
専門職等

意見

一部介助

自立

移乗 自立

一部介助

立位 自立

作成日

意向の度合

意向の度合 高 中

見守り

ベッド脇

中

全介助

オムツ

利用者
意向

排泄（排尿）

入浴

尿器

利用者名

排泄（夜間）

排泄（失禁）

自立

排泄（排便）

食事

食事場所

見守り

I
A
D
L

維持・改善
の要素、利
点

外出

火気管理

寝具の交換

作成者

低

失

高

利
用
者

家
族

他（                           　　　　）食堂

自立

トイレ

自立

PT

トイレ PT

自立

留カテ排泄（日中）
リハビリ
パンツ

見守り

状　　　態

リハビリ
パンツ

一部介助 全介助

無 有

尿器 オムツ 留カテ

A
D
L

階段昇降 自立 一部介助 全介助

立ち上がり

自立

歩行 自立

ＣＭ
判断

住環境 問題有

一部介助

一部介助自立

交通機関の利用

車の運転

自立 一部介助 全介助

している していない

自立

問題無

一部介助

自立

自立寝返り

座位

家
族

掃除・洗濯 一部介助

一部介助

自立

自立

自立

一部介助 全介助

全介助

使用機器

自立

自立 利
用
者全介助

全介助
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不要

意向・意見・判断
優先
順位整理前

低

困難

意向の表明

未検討 不要

意向の度合

検討中

対応難度未検討検討中実施中

阻中

阻意向の度合 高 中

そ
の
他
留
意
す
べ
き
事
項
・
状
況

維持・改善の
要素、利点

ＣＭ
判断

家族
意向

利用者
意向

ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

意向の表明

中 失

医師・
専門職等

意見

意向と判断が一致しなかったため、ニーズにならなかった理由 「リ・ アセスメント支援シート」を作成して気が付いたこと

家
族

低

実施中

阻

利
用
者 高

対応難度

失

ＣＭ
判断

生活全般の解決すべき課題(ニーズ)

高 中 低

作成日

作成者

失 意向の表明 阻

低高

困難

失 意向の表明

整理後関連

社会参加 無 有

対人交流 無 有

利用者名 リ・アセスメント支援シート （4/4）

社
会
交
流

維持・改善の
要素、利点

利用者
意向

意向の度合

家族
意向

意向の度合

利
用
者

家
族

状　　　態 問題（困りごと）

ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

医師・
専門職等

意見
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ふりがな

E-mail

基本情報シート　（1/2）

本人・家族・他（　　　）相談者氏名

家
族
情
報
・
緊
急
連
絡
先

同・別2

利用者氏名

生年月日 明・大・昭　 　　年　　月　　日

実施場所前回アセスメント状況 自宅・病院・施設・他（　　　）

同・別

作成日

作成者

来所・電話・他（　　）

携帯TEL

自宅TEL 独居・高齢者のみ・他（　　　　人暮らし）

受付日続柄 受付対応者

退院 退所

世帯

受付方法

実施年月日 更新 状態の変化

男・女

初回理由 他（         ）

歳 要介護状態区分被保険者番号性別

3

氏名

同・別

緊急の

連絡先

1

住所介護者

現住所

住
居
の
状
況

住居 戸建（　　　　）・アパート・マンション・公営住宅（　　　）階・他（                                           ）

和式・洋式・温水洗浄便座

改修の必要性

エレベーター 無・有 所有形態

同・別

連絡先

生
活
状
況

持ち家・貸家

同居・別居

FAX

趣味・好きなこと

（　　　　　　　　　　　　） トイレ

生活歴 

情報収集源・情報活用状況

自宅周辺の環境や住居に対する特記事項

（　無　・　有　）

同・別

家
族
状
況
（

ジ
ェ

ノ
グ
ラ
ム
）

 

続柄

特記
事項

（住宅間取図）

要介護１等記入

事業所が初めて利用者の情報を
取得した日。

【介護者欄】 主介護者は「主」、副介護者は「副」と記載
【緊急連絡先】 連絡の順位を数字で記載

利用者の属する【世帯】を○で囲み、ジェノ
グラム（利用者の家族関係）を図で記入

同居・別居によらず家族について(支援頻度や
関係性等)特に着目する点があれば記載

男性□女性○本人は二重（◎）
死亡は■、年齢を表記

・住宅の間取りを平面図にして作成する

・「施設」の場合は居住スペース及びベッド周
り等の活動の範囲を作成する

・間取図で表現できない住環境にお
いて、危険個所の状況、整理・清掃
状況、室温について等リスクになり
うる事項や説明を要する事項を記載

・自宅周辺の環境やその利便性等
について記載

有無に○をし、有の場合は空欄に
理由を記載

相談に至るまでの生活歴
(出身地、転居の履歴、家
族環境、仕事、どんな生活
を送ってきたか等)を記載

・続けている（続
けていた）趣味や、
好きなことを記載

・現在だけでなく
過去においても記
載

「情報を収集し、活用する力」について、利用者が世の中の動きや身の
回りのことにどのような関心をもち、獲得した情報をどう自分の生活に
活かしているかを記載（スーパーのチラシで買い物する商品を選んでい
る、友人からの情報をもとに役所に相談する等）
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他（　　　　          ）

障害等名（　　　　　　　　　　　　　　　　）

治療・経観・他

℡　

℡　

治療・経観・他℡　

経過

本人

主治医意見書

認定調査票

申請中

無

支援1 支援2 介護1

後期高齢

収入

無

（　　　　　円／月） 認知症高齢者の日常生活自立度

障害年金

他（　　　　　　　　　         ）家族（　　　　　　　　）　

他　（　　　　　　  ）厚生年金

国保

障害高齢者の日常生活自立度

認
定
情
報
等

遺族年金

支出

難病（　　　　　   　　）

介護支援専門員

介護2 介護3 介護4 介護5 負担割合（　　   割）

Ⅳ M

自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ M

自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb

℡　

A2 B1 B2 C1 C2

自立 J1 J2 A1 A2 B1 B2 C1 C2

A1J1 J2自立

A2

治療内容受診状況

治療・経観・他

治療・経観・他

治療・経観・他

治療・経観・他

治療・経観・他

℡　

家
族
の

要
望

利
用
者
の

要
望

事業者・ボランティア団体等

℡　

サービス種別

B2 C1 C2

Ⅳ M

精神（　　   級） 療育（　　   　度）身障（　　 種　　級）

Ⅱb Ⅲa Ⅲb

B1

自立 Ⅰ Ⅱa

自立 J1 J2 A1有（　　　　　　　　　　　）

主治医意見書

認定調査票

介護支援専門員

病
歴

発症時期

利
用
者
の
社
会
保
障
制
度
の
利

用
情
報
等

金銭管理者

支給限度額等

認定日

　　　　　　単位／月社保 共済

病名

有効期間

審査会の意見

医療機関・医師名（主治医・意見書作成者に○）・連絡先

　有（　　　　　　　）

担当者名

無

公費医療等

生活保護

収入額・支出額

経済状況

障害等

（　　　　　円／月）

連絡先頻度

国民年金

薬局名 □　かかりつけ

ふりがな

基本情報シート　（2/2）
利用者氏名

主
訴
・
意
向

担当者

相
談
内
容

～

医療保険

介護保険

作成者

利
用
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス

作成日

℡　

特

記

事

項

直近の意見書・調査票から転記。介護支援専門員からみた現
在の自立度を選択

病名を記載

視覚障害、肢体不自
由(両下肢)等を記載

現在の負担割合を記載

現在の担当者を記載

概算でも可。支出可能な介護費用月額でも可

（薬局名）
処方薬を複数の薬局か
ら受け取っている場合
は全ての薬局名を記載

（かかりつけ）
かかりつけ薬剤師が居る場合

（特記事項）
・かかりつけ薬剤師が居る場合
は薬剤師の氏名を記載
・病歴や治療、薬剤情報等につ
いてケアマネジメントに必要な
事項を記載

介護保険サービス、障害福祉サービス、自
治体が提供するサービス、社会福祉協議会
や地域団体等によるサービスやサポート等
について記載

主治医意見
書を作成し
た医師が解
るように〇
をつける

受診の頻度を記載

定期通院、訪問診療等
の受診方法を記載

・具体的な相談内容を記載
・文末に相談者が誰か記載。

例：〜してほしい（夫）

利用者の現状の受止めや望む暮らし
や支援に対する考え、気持ちを記載

・家族が考える今後の望む暮らしや支援に対する考え、
気持ち等を記載
・文末に家族の誰の要望か記載

例：〜してほしい（長女）

主訴はすべて、
利用者、家族が
発言した内容を
要約せずに、そ
のまま記載
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意向の度合 高

実施中

不要

失 意向の表明 阻中 低

対応難度
ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

ＣＭ
判断

医師・
専門職等

意見

低

家族
意向

失意向の度合 高 中

困難実施中 検討中

未検討

意向の表明

未検討

意向の表明 阻

夜間
のみ可

中

実施中 対応難度 困難
ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

医師・

専門職等

意見

低 意向の表明 阻

高

阻

困難対応難度検討中 不要

利用者
意向

構音障害で聞き取り難さがあるため、ゆっくり話
すと意思伝達できる

家
族
・
知
人
等
の
状
況

介護者の
健康

介護提供
利

用

者

家
族

病身 他

日中
のみ可

健康 高齢

無

介護者の
負担感

無 有

不定期常時可

介護者の就労・
就学状況

無

不潔
行為

無関心

家
族

介護
抵抗

夜間
不穏

時々
できる

利用者
意向

ＣＭ
判断

ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

失低

検討中

阻意向の度合

未検討 不要

失中

低 阻

暴言 暴行 多動

問題無

通じ
ない

家族
意向

関連 整理後

優先
順位整理前

意向・意見・判断
生活全般の解決すべき課題（ニーズ）

リ・アセスメント支援シート （1/4）

問題（困りごと）状　　　態

利用者名
作成日

作成者

家族
意向

ＣＭ
判断

利用者
意向

低

中

中

高

意向の度合 高 失

家
族

例
○○で困る。

利
用
者

意向の度合 高

失 意向の表明

なし

殆ど
見えない

はっきり
見えない

問題無

無 有

（例)左目白内障手術済 例
○○で困る。
○○で困る。（長男代弁）

利
用
者

認
知
と
行
動

意思決定

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

言語

聴力

精神症状

行動障害

無 有

視力

補聴器

認知障害

情緒・情動

指示反応

興奮

徘徊

幻覚

維持・改善の要
素、利点

昼夜
逆転

できる

自立 軽度 中度

異食
行為

せん妄

できる

通じる
時々

通じる

無

特別な場合以
外はできる

抑うつ 不安

困難

妄想 見当識

重度

意向の度合

意向の表明

医師・

専門職等

意見

維持・改善の要
素、利点

眼鏡

問題無 問題有

（例）「ゆっくり話してください」と伝えると考えていることや気持ちを伝えること
ができる

困難意思伝達

維持・改善の要
素、利点

活用している
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ機器

電話 FAX PC スマホ その他

殆ど
聞こえない

はっきり
聞こえない

問題無

状 態 問題（困りごと） 意向・意見・判断
生活全般の解決すべき課題（ニーズ）

／優先順位

-31-



 

♦各項目の該当する状態に○を付ける。（例示あり） 
 

♦右側の余白には、特記事項を必要に応じて記入する。（例示あり） 
 

♦「維持・改善の要素、利点」には、これまでの人生において問題（困りごと）を

乗り越えてきた力や、他者との関係の築き方など、利用者が楽しみのある幸せな生

活を送るための要素や利点として、良いところ、優れているところ、魅力を感じる

ところを具体的に記入する。（例示あり） 
 

♦確認が困難な場合は「空欄」にして機会をみて情報収集を行う。 

各シート「状態」欄共通事項 

※「リ・アセスメント支援シート記入要領（「維持・改善の要素、利点」

の具体例含む）」と合わせて確認してください） 

…リ・アセスメント支援シート （1/4）～（４/4）の「問題（困りごと）」「意向・意見・判断」

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）／優先順位」については、各シート共通事項 

状    態 

問題（困りごと） 

コミュニ 

ケーション 

認知と行動 

家族・知人等 

の状況 

記入要領 

 

 

 

 
・「なし」と発言→「なし」と記入 

・介護支援専門員が確認していない場合→空欄 

 

＜利用者欄のみ＞ 

認知症等で利用者が困りごとを表明できない場合は、利用者の立場に立った家族

等の発言を記入する。その場合は、文末に代弁した者をカッコ書きにより明記す

る（例：（長女代弁））。 

補足説明 

・問題（困りごと）の表明が難しい場合は、状態の 8 項目を捉えていく過程で推測した

「～に困っているのではないか」を本人・家族に確認して記入する。 

・問題（困りごと）は「生活上の問題（困りごと）」を捉える。 
 

 例  
 

 「歩けなくて困る」→「歩けなくてトイレに行けなくて困る」 
 

・生活上の困りごとを明らかに認識できるように語尾は「～で困る」で記入する。 

 
問題 

（困りごと） 

補足説明 

・意思を伝えるために必要な機能や状況を確認するために「コミュ

ニケーション」から把握する。 

補足説明 

・認知機能障害と行動障害の状況を把握する。 

・生活上の支障がある場合はその状況を特記事項に記入する。 

補足説明 

・介護に参加している家族や知人等の状況に加え介護に参加してい

ない状況も把握する。 
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/

無

普通

普通

経口
摂取

栄養状態

飲水

尿意
無

尿
意
有

便
意
無

嚥下
障害有

ml／日

cm kg
身長・体重

無 有体重変動BMI

高

かゆ

失

ソフト
食

阻低中

利用者
意向

経管
摂取

不良

咀嚼
問題有

部分

ペース
ト状

少ない多い

普

家
族

他

有
利
用
者

意向の度合

全部

排泄（尿）

入浴

麻痺・拘縮 無

じょく瘡・皮
膚・爪の問題

麻痺有

血圧

昼： 　　回 ・夜：　　 回

良好 不良
口腔内の状
況

主疾病（症
状痛み等）

ＣＭ
判断

生活全般の解決すべき課題（ニーズ）

関連 整理後
状　　　態 問題（困りごと） 意向・意見・判断

不要

22

維持・改善の
要素、利点

無

10

未検討 対応難度

常

回／週・月

　　日 　回
便秘
無

便秘
有

12

検討中 困難

14 16

実施中

意向の表明

家族
意向

2420

ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

多い

204

医師・
専門職等

意見

便
意
有

（　　　kcal／日・　　回／日・　　　　　　　　　　）

重湯
ペース
ト状

他

 　ml／日 飲水量

優先
順位

中 低 阻

整理前

作成日

意向の度合

意向の表明失

リ・アセスメント支援シート （2/4） 作成者

医師
指示量

下痢
無

下痢
有

高

6 18

利用者名

健
康
状
態

とろみ

食事摂取形態

有

生活リズム

常

排泄（便）

義歯の有無等

食事量

食事摂取 問題無

食事形態
（副食）

良

2

治療中

拘縮有

少ない

8

薬

食事形態
（主食）

無

問題（困りごと）状 態 意向・意見・判断
生活全般の解決すべき課題（ニーズ）

／優先順位
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意向・意見・判断 
記入要領 

表明した意向について、介護支援専門員が捉えた度合いに○を付ける。 

・高：利用者の意向が高い場合 

・中：利用者の意向がそれほど高くもなく低くもない場合 

・低：利用者の意向が低い場合 

・失：「利用者意向」欄に「なし」と記入した場合で、利用者が病気や喪失体

験などにより本来は「意向」があるはずだが表明ができない場合 

補足説明 

・「失」は、球麻痺など意思を伝えることが困難な状態や病気、喪失体験によ

り意向が「なし」の場合で意向を表明できない場合に○を付ける。 

記入要領 

・「利用者（家族）意向」欄に記入した利用者（家族）の意向が、家族関係や

経済状況等諸事情により、利用者（家族）が真の意向を表明することが阻まれ

相違してしまっている場合に○を付ける。 

記入要領 

 

 

 
 

・「なし」と発言→「なし」と記入 

・介護支援専門員が確認していない場合→空欄 

・別紙「整理前ニーズの相互関連を検討し、整理後ニーズに統合するときの基本的

手法」参照 
 

＜利用者欄のみ＞ 

認知症等で利用者が意向を表明できない場合は、利用者の立場に立った家族等の

発言を記入する。 

その場合は、文末に代弁した者をカッコ書きにより明記する（例：（長女代弁））。 

補足説明 

・意向とは、問題（困りごと）で捉えた「諦めや哀しみ等」に対して介護支援専門

員が行う「働きかけ」は利用者が意欲を獲得する重要なアセスメントの過程。この

過程を経て表明した「意向（＝希望）」の語尾は、意向の度合いに合わせて「～した

い」「～する」「～してみる」等で記入する。 

・家族の意向については、「～になってほしい」という主旨の発言を記入する。 

記入要領 

薬 

「薬」で「有」に○をつけた場合は、項目余白にどの疾病に対し処方されているか

等を記入する。必要に応じて、「薬剤情報提供書」の写し等を添付する。 
 

 食事量 

余白に１日の食事回数を記入する。 
 

食事摂取形態 

「経管摂取」に○をつけた場合は、余白に「1 日の摂取カロリー・１日の回数・ 

摂取時間等」を記入する。 
 

飲水 

医師からの指示量と実際の飲水量を記入する。 
 

栄養状態  

医師の意見をもとに記入する。 
 

「身長・体重」 

過去６か月間で２～３㎏以上の体重の増減がある場合にはその状況を記載する。 
 

補足説明 

・健康状態の「入浴」と ADL の「入浴」は区別して把握する。特記事項の記載

は各項目に沿った内容を記入する。 
 

 例  
 

「入浴後は胃ろう部の処置を行っている」←健康状態の入浴特記事項 

「自宅の浴槽のまたぎは介助や道具があっても困難」←ADL の入浴特記事項 

 

「血圧」 

体調に異常・変調がない時点で直近の数値を記入する。 

本人・家族が測定した数値や本人が利用している医療または介護のサービス等での測定

値を記載する。血圧の変動状況についても把握した場合には記載する。 

 

    生活リズム 

日常的な活動の内容は記号を用いて記入する。下段に 1 週間の状況についても記載する。 

【記号凡例】睡眠⇔  中途覚醒〇  食事☆  入浴◇（具体的な記載方法は記入要領参照） 

状    態 

健康状態 

意向 

意向の 

度合 

意向の 

表明 補足説明 

・「真の意向」＝「したいこと」や「してみたいこと」など 

※「状態」欄の共通事項については３２ページを参照ください。 
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問題（困りごと） 意向・意見・判断
整理前

生活全般の解決すべき課題（ニーズ）

関連 整理後

意向の表明

失 意向の表明 阻

低

全介助

全介助

全介助

その他

全介助

一部介助

ベッド

全介助

全介助

自立 一部介助

全介助一部介助

全介助

歩行器杖

優先
順位

一部介助

全介助

全介助一部介助

車椅子

全介助

一部介助

利用者
意向

中

阻

実施中
ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

家族
意向

ＣＭ
判断

低 阻意向の度合 高 意向の表明

低 失 意向の表明 阻

家族
意向

対応難度 困難
ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

リ・アセスメント支援シート （3/4）

検討中 未検討 不要

失

全介助

全介助

一部介助

一部介助 全介助

パット

ベッド上

パット

実施中

困難対応難度

全介助

自立

ゴミ出し

維持・改善
の要素、利
点

一部介助

一部介助

一部介助自立

献立 自立 一部介助 全介助

検討中 未検討 不要

医師・
専門職等

意見

意向の度合 高 中

更衣・整容

服薬状況

調理と片付け

起上がり 一部介助

買物

金銭管理

医師・
専門職等

意見

一部介助

自立

移乗 自立

一部介助

立位 自立

作成日

意向の度合

意向の度合 高 中

見守り

ベッド脇

中

全介助

オムツ

利用者
意向

排泄（排尿）

入浴

尿器

利用者名

排泄（夜間）

排泄（失禁）

自立

排泄（排便）

食事

食事場所

見守り

I
A
D
L

維持・改善
の要素、利
点

外出

火気管理

寝具の交換

作成者

低

失

高

利
用
者

家
族

他（                           　　　　）食堂

自立

トイレ

自立

PT

トイレ PT

自立

留カテ排泄（日中）
リハビリ
パンツ

見守り

状　　　態

リハビリ
パンツ

一部介助 全介助

無 有

尿器 オムツ 留カテ

A
D
L

階段昇降 自立 一部介助 全介助

立ち上がり

自立

歩行 自立

ＣＭ
判断

住環境 問題有

一部介助

一部介助自立

交通機関の利用

車の運転

自立 一部介助 全介助

している していない

自立

問題無

一部介助

自立

自立寝返り

座位

家
族

掃除・洗濯 一部介助

一部介助

自立

自立

自立

一部介助 全介助

全介助

使用機器

自立

自立 利
用
者全介助

全介助

意向・意見・判断問題（困りごと）状 態

生活全般の解決すべき課題（ニーズ）

／優先順位
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 状    態 

意向・意見・判断 

ADL 

記入要領 

食事場所 

「他」に○をつけた場合は、具体的な食事場所を記入する。 
 

入浴 

余白に入浴場所、入浴方法、介助状況、介助者等について記入する。 
 

使用機器 

「その他」に○をつけた場合は、使用機器等を具体的に記入する。 
 

補足説明 

・生活を送るうえでの動作について把握する。 

IADL 

記入要領 

「買物」から「服薬状況」までの特記事項（車の運転除く） 

特記事項には、現在、一部介助又は全介助の状態である場合に、介助をしてい

る家族やサービス等を記入する。ただし、実際は利用者ができる力を有してい

ると判断した場合は、「実際にはできる」という主旨を記入する。 
 

補足説明 

・「一部介助」や「全介助」を選択した場合は【介助の状況】や【誰が担って

いるか】を把握する。 

・「自立」や「一部介助」を選択した場合、本人が行っている様子が解るよう

に把握した事を特記事項に記入する。 

記入要領 

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の決定に影響がありそうな「状態」に対

しての、利用者を支えるためにチームとして機能している他の医師・専門職等の

意見を記入する。意見を述べた者の所属及び職名をカッコ書きにより明記する

（例：Ａ診療所Ｂ医師）。 
医師・ 

専門職等 

の意見 補足説明 

・生活を送る上での留意点を医師・専門職等から聴取した内容を意見として「～

に留意することが必要」という主旨で記入する。 

記入要領 

「状態」、「問題（困りごと）」、「利用者意向」、「家族意向」、「医師・専門職等意見」

から、利用者が楽しみのある幸せな生活を送れるよう利用者の生活を活性化させ

るために、介護支援専門員が必要だと判断したことを「○○が必要」と記入する。 

補足説明 

・「状態」～「医師・専門職等の意見」を総合的に捉えて、利用者が楽しみのある

幸せな生活を送るために必要と判断したことを記入する。 

・サービス名を入れて、その必要性の判断を記入する欄ではない事に留意する。 
 

 例  
 

「賞味期限切れの物を食べないように食品管理をする訪問介護が必要」 

 →「体調を崩さないように食品の賞味期限管理が必要」 

CM 判断 

記入要領 

「状態」欄に記入した「維持・改善の要素、利点」等を活用し、介護支援

専門員が、利用者や家族の「問題（困りごと）」について「利用者意向」

「家族意向」に転換するための働きかけをしているかを記入する。また、

意向があっても、利用者や家族の「意向の度合」が低い場合は、高めるよ

う介護支援専門員が利用者や家族に働きかけをしているかを記入する。 
 

・実施中：意向へ働きかけをしている場合 

・検討中：意向へ働きかけるかどうかを検討している場合 

・未検討：意向へ働きかけるかどうかを検討していない場合 

・不 要：意向へ働きかける必要がない場合 

            （例）既に意向が高い、「問題（困りごと）」がない場合等。 
補足説明 

・意向の度合いが高く意向と CM 判断が一致している場合であっても、

その意向の度合いを維持していくよう働きかけが必要な場合は「実施中」

「検討中」「未検討」に〇を付ける。 

・意向への働きかけは、利用者が意欲を獲得するという自立支援の土台作

りであることを認識して選択する。 

CM の利用者 

・家族の意向 

への働きかけ 

記入要領 

意向への働きかけが困難である場合には、対応難度の「困難」の欄に○を

付ける。 

補足説明 

・「働きかけが困難な場合」＝援助関係を築くのに時間を要する場合など 

対応難度 

※「状態」欄の共通事項については３２ページを参照ください。 
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⑦・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・

・・・・

③
⑦

・・・・・・・・
・・・・・・・・

③へ統合

1

不要

実施中

阻

意向・意見・判断
優先
順位整理前

低

困難

意向の表明

未検討 不要

意向の度合

検討中

対応難度未検討検討中実施中

⑧・・・・・・・・・・・・・・・・
⑥
⑧

⑥へ統合

阻中

阻意向の度合 高 中

そ
の
他
留
意
す
べ
き
事
項
・
状
況

維持・改善の
要素、利点

ＣＭ
判断

家族
意向

利用者
意向

ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

意向の表明

中 失

医師・
専門職等

意見

意向と判断が一致しなかったため、ニーズにならなかった理由 「リ・ アセスメント支援シート」を作成して気が付いたこと

家
族

低

利
用
者 高

対応難度

失

ＣＭ
判断

生活全般の解決すべき課題(ニーズ)

高 中 低

作成日

作成者

失 意向の表明 阻

低高

困難

失 意向の表明

整理後関連

社会参加 無 有

対人交流 無 有
⑥・・・・・・・
・・・・・・・

 
⑥
⑧

利用者名 リ・アセスメント支援シート （4/4）

社
会
交
流

維持・改善の
要素、利点

利用者
意向

意向の度合

家族
意向

意向の度合

利
用
者

家
族

状　　　態 問題（困りごと）

ＣＭの利用者・家族の
意向への働きかけ

医師・
専門職等

意見

意向・意見・判断問題（困りごと）状 態
生活全般の解決すべき課題（ニーズ）

／優先順位

記入要領 

補足説明 

・「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しなかった内容の項目について、

その理由を記入する。

・意向の表明が「なし」の場合や、「何も困っていないし、したいこともない」等の場合で

あって、「CM判断」に「～することは出来るはずだから〇〇が必要等」と記入した場合、

一致しなかった理由を記入。

記入要領 

補足説明 

・「リ・アセスメント支援シート」を記入したことにより、ケアマネジメントに関して気が

付いたことを記入する。

・利用者・家族と対話を通じたアセスメントや多職種等からの意見聴取を行って気付いたこ

とを記入。
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東京都福祉保健財団 「３訂版 介護支援専門員実務研修テキスト」P430～439 2024 年 一部改変 

状    態 

社会交流 
その他留意 

すべき事項・ 

状況 

記入要領 

その他留意すべき事項・状況 

利用者の特別な状況（虐待・経済的困窮、身寄りのない方、外国人の方、医療依存度

の高い状況、看取り、生活上のこだわり、趣味、得意なこと、他制度との連携等）に

ついて記入する。また、家族などとのかかわりの状況（家庭内での役割）等について

記入する。 

補足説明 

・「コミュニケーション」～「社会交流」までの 7 項目で表せなかった留意すべきこ

とや状況を記入する。 

 

補足説明 

・「社会参加」と「対人交流」を区別して記入する。 

・現在の参加や交流だけでなく過去の参加や交流についても記

入して社会とのつながりを把握する。 
 

例 社会参加：「以前は町会の手伝いを行っていたが、今は行っ 

       ていない」 

対人交流：「月に 1 回程度友人と電話で話す」 

生活全般の解決すべき課題（ニーズ）／優先順位 

記入要領 

・「利用者意向」と「ＣＭ判断」が一致した内容を記入する。意向が高い

場合は文末を「～したい」等とし、意向が低い場合は文末を「～する」

等とする。 

・「利用者意向」欄に「なし」と記入し、利用者の意向が実際になく、「家

族意向」と「ＣＭ判断」が一致しており、利用者に提案可能な内容であ

る場合は、そのニーズを記入する。その場合は、文末に家族の誰である

かをカッコ書きにより明記する（例：（妻））。 

・「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しない場合は、

何も記入しない。 

・先頭の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」から順番に番号を付け

る。 

補足説明 

・「利用者の意向」と「CM の判断」が一致した場合、整理前ニーズに記

載することになるが、表明された意向の中で核心となる内容を記入する。 
 

 例  
 

意   向 ：「想い出の調度品があるこの家で一人暮らしを続けたいの

で、今できているトイレへ 1 人で行って用を済ませること

を続けたい」 
 

整理前ニーズ：「トイレへ一人で行って用を済ませ続けたい」 
 

・整理前ニーズは各項目１つとは限らないため、複数の整理前ニーズをそ

れぞれ区別して記入する。（上記例示参照） 

・すべての項目ついて整理前ニーズが出揃ったら、「コミュニケーション」

にもっとも近い整理前ニーズを「①」とし、以降通し番号を付ける。 

記入要領 

「整理前」の｢生活全般の解決すべき課題（ニーズ）｣の中で、互いに関連しているニーズがあ

れば、当該ニーズの番号を記入する。 

 
補足説明 

・4 枚のシートを並べて、各整理前ニーズの内容を俯瞰的に捉えて、関連する整理前ニーズを

記入する。 
 

 例  
 

 社会交流の整理前ニーズ⑥と、その他の留意すべき事項・状況の整理前ニーズ⑧が関連する

場合 

 ⑥の整理前ニーズの関連の欄に「⑥⑧」と記入し、 

 ⑧の整理前ニーズの関連の欄にも「⑥⑧」と記入する。（上記例示参照） 

記入要領 

関連しているニーズを比較し、最も利用者の生活を活性化させるニーズを「整理後」欄に記

入する。統合されたニーズについては、「整理後」欄に「（統合先のニーズ番号）へ統合。」

と記入する。（別紙「整理前ニーズの相互関連を検討し、整理後ニーズに統合するときの基

本的手法」及び上記例示参照） 

補足説明 

・関連している整理前ニーズを俯瞰的に捉えて、利用者の生活が楽しみのある幸せな暮らし

のために、今の生活が活性化するニーズを選択する。 

整理前 

ニーズ 

❾ 

記入要領 

・「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の中で利用者が楽しみのある幸せな生活を送るため

に、最も利用者の生活を活性化させると考えられるニーズから優先順位を付ける。 

ただし、生命が脅かされるような緊急性の高いニーズがある場合には、それが上位にくる。 

優先 

順位 

❿ 
関連 

⓫ 
整理後 

ニーズ 

(統合) 

⓬ 

 

 

※「状態」欄の共通事項については３２ページを参照ください。 
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リ・アセスメント支援シート 記入要領 
 
 
１ 「利用者名」 
   利用者名を記入する。 
 
２ 「作成日」 
   リ・アセスメント支援シートを作成した日を記入する。 
 
３ 「作成者」 
   リ・アセスメント支援シートを作成した介護支援専門員の氏名を記入する。 
 
４ 「状態」 

(1) 「コミュニケーション」 
ア 「視力」から「活用しているコミュニケーション機器」まで、それぞれ該当する状

態に○をつける。 
イ 各項目の特記事項は、必要に応じて項目ごとの余白に記入する。 
ウ 「維持・改善の要素、利点」は、利用者が楽しみのある幸せな生活を送れるよう

に、利用者の生活を活性化させるような現在の状態に対する利用者や家族の良いと
ころ、優れているところ、魅力的なところを具体的に記入する（47 頁参照）。 

(2) 「認知と行動」 
ア 「認知障害」から「精神症状」まで、それぞれ該当する状態に○をつける。 
イ 各項目の特記事項及び「維持・改善の要素、利点」は、⑴「コミュニケーション」

イ及びウと同様に記入する。  
(3) 「家族・知人等の状況」 

ア 「介護提供」から「介護者の負担感」まで、それぞれ該当する状態に○をつける。
イ 「介護者の就労・就学状況」については、状況に応じて特記する。 
ウ 各項目の特記事項及び「維持・改善の要素、利点」は、⑴「コミュニケーション」

イ及びウと同様に記入する。 
(4) 「健康状態」 

ア 「主疾病（症状痛み等）」は、主な疾病とその症状を記入する。 
イ 「薬」で「有」に○をつけた場合は、項目余白にどの疾病に対し処方されているか

等を記入する。必要に応じて、「薬剤情報提供書」の写し等を添付する。 
ウ 「口腔内の状況」については、口腔衛生状態や咬み合わせ、歯の本数などについて

特記する。 
エ 「義歯の有無等」、「食事摂取」は、該当する状態に○をつける 
オ 「食事量」は、該当する状態に〇をつけ、１日の食事回数を記入する。 
カ 「食事摂取形態」で「経管摂取」に○をつけた場合は、余白に「栄養剤のカロリ

ー・１日の回数・摂取時間等を記入する。 
キ 「食事形態（主食）」、「食事形態（副食）」で「他」に○をつけた場合は、余白に具

体的な内容を記入する。 
ク 「飲水」は、該当する状態に○をつけ、医師の指示している量と実際の飲水量を具

体的に記入する。 
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ケ 「栄養状態」は、医師の意見をもとに記入する。 
コ 「身長・体重」は、該当する数値を記入する。過去６か月間で２〜３キログラム以

上の体重の増減がある場合にはその状況を記載する。 
サ 「血圧」は、体調に異常・変調がない時点で直近の数値を記入する。 

本人・家族が測定した数値や本人が利用している医療または介護のサービス等での
測定値を記載する。血圧の変動状況についても把握した場合には記載する。 

シ 「麻痺・拘縮」「じょく瘡・皮膚・爪の問題」は、該当する状態に○をつける。 
ス 「入浴」は、該当する回数を記入する。 
セ 排泄（便）」は、該当する回数を記入し、便秘・下痢、便意の有無について該当す

る状態に○をつける。 
ソ 排泄（尿）」は、該当する回数を記入し、尿意の有無について該当する状態に〇を

つける。 
タ 「生活リズム」については、該当する睡眠時間帯の睡眠開始時間と終了時間を矢印

で結ぶ。必要に応じて、日常的な活動の内容・時間、休息・睡眠に係る特記事項
（中途覚醒等）を次の記号を用いて記入する。また、１週間の状況についても記載
する。 

  【記号凡例】睡眠⇔、中途覚醒〇、食事☆、入浴◇ 
チ 各項目の特記事項及び「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケー

ション」イ及びウと同様に記入する。 
(5) 「ＡＤＬ」 

ア 「食事」は、該当する状態に○をつける。 
イ 「食事場所」で「他」に○をつけた場合は、具体的な食事場所を記入する。 
ウ 「排泄（排便）」から「排泄（失禁）」まで、それぞれ該当する状態に○をつける。 
エ 「入浴」は、該当する状態に○をつけ、余白に入浴場所、入浴方法、介助者等につ

いて記入する。 
オ 「更衣・整容」から「階段昇降」まで、それぞれ該当する状態に○をつける。 
カ 「使用機器」で「その他」に○をつけた場合は、使用機器名を具体的に記入する。 
キ 各項目の特記事項及び「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケー

ション」イ及びウと同様に記入する。 
(6) 「ＩＡＤＬ」 

ア 「買物」から「服薬状況」まで、それぞれ該当する状態に○をつける。特記事項に
は、現在、一部介助又は全介助の状態である場合に、介助をしている家族やサービ
ス等を記入する。また、実際は利用者ができる力を有していると判断した場合は、
「実際にはできる」という主旨を記入する。 

イ 「住環境」は、該当する状態に○をつけ、余白に特記事項を記入する。 
ウ 「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケーション」ウと同様に記

入する。 
(7) 「社会交流」 

ア 「社会参加」、「対人交流」は、それぞれ該当する状態に○をつけ、項目ごとの余白
に特記事項を記入する。 

イ 「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケーション」ウと同様に記
入する。 

(8) 「その他留意すべき事項・状況」 
ア 利用者のその他留意すべき状況（虐待、経済的困窮、身寄りのない方、外国人の
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方、医療依存度の高い状況、看取り、生活上のこだわり、趣味、得意なこと、他制
度との連携等）について記入する。また、家族などとのかかわりの状況（家庭内で
の役割など）について記入する。 

イ 「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケーション」ウと同様に記
入する。 
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５ 「問題（困りごと）」 
(1) 「利用者」 

ア 左側の「状態」に対応して、利用者が表明した「困る」という主旨の発言をそのまま
「〜で困る」等と記入する。 

 
      【図１】（※） 
 
 
   
 

     
 

イ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない場合は、
空欄にする。 

ウ 認知症等で利用者が困りごとを表明できない場合は、利用者の立場に立った家族等の発
言を記入する。その場合は、文末に代弁した者をカッコ書きにより明記する（例：（長女
代弁））。 

 

(2) 「家族」 
ア 利用者と同様に、左側の「状態」に対応して、家族が表明した「困る」という主旨の発

言をそのまま「〜で困る」等と記入する。 
イ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない場合は、

空欄にする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※出典：「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著 中央法規出版 2008 年、80.81 頁、一部改変 

状態 
（〇〇の状態） 

問題 
（～で困る） 

転換 
（だから） 
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６ 「意向・意見・判断」 
(1) 「利用者意向（生活への意欲を含む）」 

ア 「問題（困りごと）」に対応する、利用者が表明した「〜したい」「〜する」「〜してみ
る」等、肯定的な主旨の発言をそのまま記入する。 

 
 【図２】（※） 
 

 
 
 

 

イ 「問題（困りごと）」が無い場合でも、利用者から状態に対して「〜したい」「〜する」
「〜してみる」等、肯定的な主旨の発言があった場合には、そのまま記入する。 

ウ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない場合は、
空欄にする。 

エ 認知症等で利用者が意向を表明できない場合は、利用者の立場に立った家族等の発言を
記入する。その場合は、文末に代弁した者をカッコ書きにより明記する（例：（長女代
弁））。 

オ 利用者の「意向の度合」は、該当する度合に○をつける。 
・高：利用者の意向が高い場合 

    ・中：利用者の意向がそれほど高くもなく低くもない場合 
    ・低：利用者の意向が低い場合 
    ・失：「利用者意向」欄に「なし」と記入した場合で、利用者が病気や喪失体験などによ 

り本来は「意向」があるはずだが表明ができない場合 
カ 利用者の「意向の表明」は、下記に該当する場合に「阻」に〇をつける。 
  ・阻：「利用者意向」欄に記入した利用者の意向が、家族関係や経済状況等諸事情によ 

り、利用者が真の意向を表明することが阻まれ相違してしまっている場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※出典：「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著 中央法規出版 2008 年、80.81 頁、一部改変 

問題 
・（〇〇できずに困る） 
・（〇〇までしかできずに

困る） 

転換 
（だから） 

意向（肯定的な主旨の発言） 
・（〇〇したい） 
・（〇〇までできるようになり

たい） 
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(2) 「家族意向（生活への意欲を含む）」 
ア 「問題（困りごと）」に対応する、家族が表明した「〜になってほしい」という主旨の発

言をそのまま記入する。 
イ 「問題（困りごと）」が無い場合でも、家族から状態に対して「〜になってほしい」とい

う主旨の発言があった場合には、そのまま記入する。 
ウ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない場合は、

空欄にする。 
エ 家族の「意向の度合」は、該当する度合に○をつける。 

・高：家族の意向が高い場合 
    ・中：家族の意向がそれほど高くもなく低くもない場合 
    ・低：家族の意向が低い場合 
    ・失：「家族意向」欄に「なし」と記入した場合で、家族が病気や喪失体験などにより本 

来「意向」があるはずだが、表明ができない場合 
オ 家族の「意向の表明」は、下記に該当する場合に「阻」に〇をつける。 

・阻：「家族意向」欄に記入した家族の意向が、利用者との関係や経済状況等諸事情によ
り、家族が真の意向を表明することが阻まれ相違してしまっている場合 

(3) 「医師・専門職等意見」 
「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の決定に影響がありそうな「状態」に対して

の、利用者を支えるためにチームとして機能している他の医師・専門職等の意見を記入す
る。意見を述べた者の所属及び職名をカッコ書きにより明記する（例：Ａ診療所Ｂ医
師））。 

(4) 「ＣＭ判断」 
「状態」、「問題（困りごと）」、「利用者意向」、「家族意向」、「医師・専門職等意見」か

ら、利用者が楽しみのある幸せな生活を送れるよう利用者の生活を活性化させるために、
介護支援専門員が必要だと判断したことを「○○が必要」と記入する。 

(5) 「ＣＭの利用者・家族の意向への働きかけ」 
ア 「状態」欄に記入した「維持・改善の要素、利点」等を活用し、介護支援専門員が、利

用者や家族の「問題（困りごと）」について「利用者意向」「家族意向」に転換するため
の働きかけをしているかを記入する。また、意向があっても、利用者や家族の「意向の
度合」が低い場合は、高めるよう介護支援専門員が利用者や家族に働きかけをしている
かを、記入する。 
・実施中：意向へ働きかけをしている場合 
・検討中：意向へ働きかけるかどうかを検討している場合 
・未検討：意向へ働きかけるかどうかを検討していない場合 

    ・不 要：意向へ働きかける必要がない場合 
（例）既に意向が高い、「問題（困りごと）」がない場合等 

イ 「対応難度」は、意向への働きかけが困難である場合に○をつける。 
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７ 「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」 
(1) 「整理前」 

ア 「利用者意向」と「ＣＭ判断」が一致した内容を記入する。意向が高い場合は文末を
「〜したい」等とし、意向が低い場合は文末を「〜する」等とする。 

イ 「利用者意向」欄に「なし」と記入し、利用者の意向が実際になく、「家族意向」と「Ｃ
Ｍ判断」が一致しており、利用者に提案可能な内容である場合は、そのニーズを記入す
る。その場合は、文末に家族の誰であるかをカッコ書きにより明記する（例：（妻））。 

ウ 「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しない場合は、何も記入しな
い。 

エ 先頭の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」から順番に番号をつける。 
 
(2) 「関連」 

「整理前」の｢生活全般の解決すべき課題（ニーズ）｣の中で、互いに関連しているニー
ズがあれば、当該ニーズの番号を記入する。 

 
(3) 「整理後」（統合） 

関連しているニーズを比較し、最も利用者の生活を活性化させるニーズを「整理後」欄に
記入する。統合されたニーズについては、「整理後」欄に「（統合先のニーズ番号）へ統
合」と記入する。（別紙「整理前ニーズの相互関連を検討し、整理後ニーズに統合すると
きの基本的手法」参照） 

 
 
８ 「優先順位」 

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の中で利用者が楽しみのある幸せな生活を送るた
めに、最も利用者の生活を活性化させると考えられるニーズから優先順位をつける。ただ
し、生命が脅かされるような緊急性の高いニーズがある場合には、それが上位にくる。 

 
 
９ 「意向と判断が一致しなかったため、ニーズにならなかった理由」 

「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しなかった内容の項目については、
その理由を記入する。 

 
 
10 「リ・アセスメント支援シート」を作成して気が付いたこと」 

「リ・アセスメント支援シート」を記入したことにより、ケアマネジメントに関して気が付
いたことを記入する。 
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別紙 
 

整理前ニーズの相互関連を検討し、整理後ニーズに統合するときの基本的手法 
(一つの考え方) 

 
ケアプランは利用者に「尊厳ある自立生活」を実現するための支援計画であり、これを作成する

ためには、要介護状態により損なわれたが「実現したい生活」を明らかにし、対応する必要な支援
内容を具体的に決定する必要がある。 
 
(1) その際、利用者の全体を一見することで必要な支援を具体的に明らかにすることは困難である。

このため生活の構成要素ごとに分割（アセスメント項目）し詳細な分析が行われる。それがリ・
アセスメント支援シートであり、分析の結果、アセスメント項目ごとに整理前ニーズが立つこ
ととなる。 

(2) この整理前ニーズを出すときには、意向を確認する際に、これまで利用者と介護支援専門員が
語り合う中で明らかになった目的である目指す生活とそれを実現するための手段の両方を含
むことが多いため、これを目的と手段として書き分け、手段を整理前ニーズとする。（下図参
照） 

(3) しかし、この「整理前ニーズ」は、それぞれ目指す生活（目的）に属するため、目的別にまと
める必要がある。これが「関連」を探す手順である。 

(4) この「関連」した「整理前ニーズ」の中から、楽しみのある幸せな生活の実現のために、最も
利用者の心身を活性化させるものを一つ選択して「整理後ニーズ」とする。これが「統合」の
手順である。 

(5) なお、点検時点での利用者・家族の実情、介護支援専門員との援助関係の醸成度合い等によ
り表出される利用者の心情は異なるため、点検ではこの基本手法を理解し利用者と共に目指
しているかを問うものであり、この手法を押し付けてはならない。 
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「維持・改善の要素、利点」の具体例 

「維持・改善の要素、利点」は、介護支援専門員が利用者を全人的かつ専門的にどう捉えているか
を示す重要な項目です。 
 維持・改善の要素（可能性）については具体的に記述してください。 

利点（ストレングス・強み）については、利用者が力を発揮できる要素として下記のような事柄を
具体的に捉えることが重要です。 
 

状態項目 具体的な例 

コミュニケーション 
・リハビリで教わった発語の訓練に取組んで意思を伝えようとする。 
・難聴であるが相手の話を理解しようとする。 
・少しでも言いたいことを伝えようと努めている。 

認知と行動 
・家族や専門職の促しや誘導を穏やかに受け入れる。 
・自分が認知症であることを受入れ、周囲の人にそのことを伝えている。 
・理解力は低下しているが、リハビリテーションの指示は伝わる。 

家族・知人等の状況 
・家族は本人の言動の原因は、病気によるものであることを理解している。 
・高齢だが足腰が丈夫で介護を担える妻がいる。 
・主介護者を気遣い気晴らしのために外食に誘う別居の長女がいる。 

健康状態 
・医師の指示を守って服薬や食事管理をしている。 
・血圧の記録をとり、健康管理に気をつけて暮らしている。 
・自分の体調の不調や症状を正しく医師に伝えられる。 

ＡＤＬ 
・左手しか使えないが、トイレだけは人の世話になりたくないと思っている。 
・利き手ではない左手を使って着替えを自分で行おうとする。 
・寝たきりにならないよう、日中は椅子に座って過ごしている。 

ＩＡＤＬ 
・お洒落好きで、ＴＰＯを考えた服装で外出したいと考えている。 
・妻が疲れていると、自分でできる家事を行っている。 
・買い物に行き、自分の好きなものを選んで買いたいと思っている。 

社会交流 
・自分からは話しかけないが、気の合う人とは話掛けて会話を楽しんでいる。 
・集団の中ではその場の雰囲気を壊さないよう相手に配慮することができる。 
・自分と同じような病気や症状の方との交流を希望している。 

その他留意すべき 
事項・状況 

・家族に得意な料理の腕を振るい、家族に喜んでもらいたいと思っている。 
・知的障害がある長男の世話を最後まで自分でやろうとしている。 
・本人も家族も延命治療を希望しておらず、そのことを家族に伝えている。 
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Ⅱ ケアプラン確認シート 

（1） ケアプラン確認シートとは 

「ケアプラン確認シート」は、「リ・アセスメント支援シート」と「ケアプラン第２
表」との関係及び「ケアプラン第２表」の構造を示している。 

（2） ケアプラン確認シートで確認できること 

    シート右側の利用者・家族と共に検討するケアプラン第２表を活用して「ケアプラ
ン第２表」が適切に作成されているかを確認することができる。 
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状態 問題（困りごと） 意向・意見・判断 
生活全般の解決すべき課題(ニーズ) 

優先

順位 
整理前 関連 整理後 

コミュニケ

ーション・

認 知 と 行

動・家族・

知人等の状

況・健康状

態 ・ Ａ Ｄ

Ｌ・ＩＡＤ

Ｌ・社会交

流・その他

留意すべき

事項・状況 

利用者  利用者 ○○したい。 
するようになる。 

  サービス

の根拠と

なるニー

ズ 

 

家 族  家 族 ○○させたい。 
してほしい。 

 

医師・ 
専門職等 
意見 

○○が必要。 
○○したほうがよい
のではないか。 

ＣＭ 
判断 ○○が必要。 

 

  

【出典：『ケアプラン作成の基本的考え方』佐藤信人Ｐ８５一部改変】 

利用者 ( and･or ) 家族の意向 
「○○したい」 
「○○させたい」 

ＣＭの判断 
「○○が必要」 

 
合意・一致 

（利用者側） （サービス側） 

 

サービスの根拠となるニーズ 

生活全般の解決すべき課題（ニーズ） 

＝ 

 
生活全般の解決すべ
き課題(ニーズ) 

目 標 援  助  内  容 

長期目標 (期間) 短期目標 (期間) サービス内容 ※1 サービス種別 ※２ 頻度 期間 

利
用
者
の
回
答 

 
 
 
＜意向が高い時＞ 
例：○○したい。 
＜意向が低い時＞ 
例：○○する。 

 
 
 
（ニーズが実現し
たら）私は、○○
して暮らすんだ。
それが私の望み
だ。 

  
 
 
そのために、私
は、○○するよ
うにやってみ
る。 

  
 
 
こうすればうま
くいくのではな
いか。 

○○が必要では

ないか。 

  
 
 
自分でやる。 

家族がしてくれ
る。 

友人がしてくれ
る。 

外の力を利用す
る。その場合は、
サービスはこれ
を活用するのが
一番良いのでは
ないか。 

＜施設の場合＞ 
施設専門職がし
てくれる（各機
能） 

   

家
族
等
に
よ
る
代
弁 

認知症のケース等で利用者の発した言葉などを 

そのまま書くことができない場合 

＜意向が高い時＞ 
例：○○したいのでは
ないか。（長女代弁） 
＜意向が低い時＞ 
例：○○するのではな
いか。（長女代弁） 
 

（ニーズが実現し
たら）本人は、○
○などして暮らす
ことができるので
はないか。本人は
それを望んでいる
のではないか。 
 

 そのために、本
人は○○するよ
うにやってみて
はどうか。 

 

ケ
ア
プ
ラ
ン 

記
入
の
留
意
点 

※意向の高さに応じて
表現が変わる。 

※この欄が最もそ
の人らしさを表す。 

 ※ニーズに基づく
長期目標を達成す
るための段取り。 

 
※短期目標を達成
するための段取り。  

※介護保険のサー
ビスにとらわれな
い。 

   

※家族等が代弁する場
合、誰の意見かを末尾に
括弧書きで明記。 

  ※必要に応じて、
段階的に目標を設
定する。  

 

     

 

合致・一致 

ケアプラン確認シート 

注意）利用者を誘導しよう、管理しようと考えることは厳禁。利用者・家族と共に検討する。 
   認知症の人のときも、ニーズ、長期目標、短期目標は利用者本人の視点・立場で検討し記載する。 

Ｎ．ＳＡＴＯモデル一部改変 

転換 転換 

リ・アセスメント支援シート 利用者・家族と共に検討するケアプラン第２表 

１ ３ ５ ７ 

 
 
 
 
 
 
・誰がするのです
か？ 

 
 
 
 
 
 
 
・それは何故ですか？ 
 
・ニーズが実現したら、あな
た（本人）にはどんな生活が
拡がっているのですか？ 
 
・あなた（本人）はどんな生
活がしたくて、そう思うので
すか？ 

Why？ 

なぜ？  
 
 
 
 
 
・ニーズに基づく
長期目標を達成す
るために、あなた
(本人)はいつまで
に、何ができるよ
うになりたいです
か？ 

 
 
 
 
 
 
・短期目標を達成する
ために、あなた（本人
に）は具体的には、何
が必要だと思います
か？ 

What？ 

何を？ 

How？ 

どうする？ 

Who？ 

誰が？ 

２ ４ ６ ８ 
Ｃ
Ｍ
に
よ
る
働
き
か
け 

９ 

そのまま記載する。 
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Ⅲ 面談ポイントシート 

⑴ 面談ポイントシートとは 
介護支援専門員との面談を効率的かつ効果的に行えるように質問の準備をするために

活用するシートである。 

⑵ 活用方法 
確認項目に対する確認のポイントが適切に記載されているかを確認する。確認できな

い項目や気になる点については、面談時に質問する内容を整理して質問欄に記載してお
く。 

なお、次に掲載する「面談ポイントシート」の質問欄には、一部、質問を考える際のポ
イントを記載しているので参考にしていただきたい。 

⑶ シートの種類（面談での確認順） 
ア 面談ポイントシート ＜基本情報シート＞ 
イ 面談ポイントシート ＜リ・アセスメント支援シート＞ 
ウ 面談ポイントシート ＜ケアプラン第２表＞ 
エ 面談ポイントシート ＜ケアプラン第１表＞ 
オ 面談ポイントシート ＜ケアプラン第３表＞ 

  

～ 面談に当たって ～ 
 

「あなたは要介護状態だが、がっかりして生活するのはよしましょう。今の状態を
維持できるところは、これ以上悪化しないように頑張りましょう。今よりも良くなる
ところがあれば改善できるように頑張りましょう。老いていくことは止められません
が、あなたにはまだまだ力があります。その力を出しましょう。私も応援します。」と
いう視点で、介護支援専門員が利用者・家族に対して、向き合っているかを話し合い
共に確認する。 
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ア 面談ポイントシート＜基本情報シート＞（質問欄にポイント記載入り） 

確認項目 確認のポイント 質問 

全項目 □ 利用者の情報が分か

りやすく記載されて

いる。 

・基本情報シートとリ・アセ
スメント支援シートの状態欄
から利用者をイメージできな
ければ、イメージできるよう
に質問 

備考  
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イ 面談ポイントシート＜リ・アセスメント支援シート＞（質問欄にポイント記載入り） 

確認項目 確認のポイント 質問 

状態 
 

□ 利用者の状態が分か

りやすく記載されて

いる。 

□ 「維持・改善の要素、

利点」には、利用者が

生活を活性化させる

ような、その状態に

対する利用者や家族

の良いところが具体

的に記載されてい

る。 

・基本情報シートとリ・アセス
メント支援シートの状態欄か
ら利用者をイメージできなけ
れば、イメージできるように
質問 

・「維持・改善の要素、利点」
は、ニーズを決定する重要な
材料であるため具体的な記載
がない場合は質問 

問題（困りごと） 

 

□ 状態に対して、利用

者又は家族が困って

いることが記載され

ている。 

□ 認知症等で利用者が

発した言葉を記載で

きない場合は、本人

の立場に立った家族

の発言が利用者の欄

に記載されている。 

・状態に問題があるが問題(困り
ごと)が記入されていない場合
又は状態の問題と対応してい
ない場合は、その理由を質問 

 

※例えば、一定時間の座位がとれな

い状態であれば、生活上の様々な

支障があるだろうと考えるのが通

常である。この場合、介護支援専

門員が、①「状態」から生活上の

支障を見通しているか。②利用者・

家族が「問題（困りごと）」と認識

していないときは、認識するよう

に働きかけているか話し合い共に

確認し合う。 
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確認項目 確認のポイント 質問 

利用者意向 

家族意向 
 

□ 利用者又は家族の問

題（困りごと）に対し

て、利用者又は家族

の「～したい」という

生活への意向が記載

されている（必要に

応じて別紙を参照）。 

□ 認知症等で利用者が

発した言葉を記載で

きない場合は、本人

の立場に立った家族

の発言が利用者の欄

に記載されている。 

 

・問題（困りごと)があるが意向
が記入されていない場合又は
問題（困りごと）に対応して
いない場合は、その理由を質
問 

・問題（困りごと）が表明され
ずに、意向のみが記載されて
いる場合は、その理由を質問 

 

※通常、サービスは利用者・家族の

意向が高い状態で利用した方が効

果的である。このため、利用者・

家族に「問題（困りごと）」の認識

があり、その旨が発言されている

のだが、「だから～したいのだ」と

いう問題解決の意向につながって

いないときに介護支援専門員がど

のように意向を向上させる働きか

けを行っているか話し合い相互に

点検する。また利用者・家族に「問

題（困りごと）」の認識があり、そ

の旨が発言されているが、問題解

決の意向が的外れであるような場

合に、介護支援専門員がどのよう

にそれを修正する働きかけを行っ

ているか話し合い共に確認し合う

（「ＣＭの利用者・家族の意向への

働きかけ」にも関連する。）。 

医師・専門職等の 

意見 
 

 

□ 生活全般の解決すべ

き課題（ニーズ)の決

定に影響のありそう

な状態の維持・改善

に対する専門職等の

意見が記載されてい

る。 

□ 主に生理的な要素に

かかる維持、改善の

要素については、医

師の判断が記載され

ている。 

・医療的な見地からの意見の記
載がない場合はその理由を質
問 

・サービス事業者や民生委員等
からの意見がない場合には、
その理由を質問 

※主に生理的な要素にかかる維持、
改善の要素については医師の判断
による。例えば、「閉じこもりが
ちで生活不活発病による筋力低下
が考えられるから、外出を勧める
必要がある。」「リハビリをすれば
関節稼動領域を改善することが出
来るからリハビリを勧める必要が
ある。」等の意見が記載される。
空欄の場合は、介護支援専門員が
主治医の判断を聞いているか話し
合い共に確認し合う。 
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確認項目 確認のポイント 質問 

ＣＭ判断 
 

□ 状態、問題（困りご

と）、意向、意見から、

利用者が楽しみのあ

る幸せな生活を送れ

るように生活を活性

化させるために、介

護支援専門員が必要

だと判断したことが

記載されている。 

□ 「維持・改善の要素、

利点」に記載された

内容と関連がある。 

・介護支援専門員が判断した理
由が分からない場合、判断の
理由を質問 

 
※介護支援専門員は、「状態」から

生じている「生活上の支障」を読
み取り、「この利用者には～が必
要ではないか」と判断する必要が
ある。しかし、①それが利用者・
家族に「問題（困りごと）」とし
て認識（発言）されず、②問題解
決の意欲にもつながっていなけれ
ば、ニーズが生じないことになる
ので介護支援専門員の独りよがり
となってしまうし、間違った見解
なのかもしれない。したがって、
「状態」「問題（困りごと）」「意
向」「意見」を総合して明確な
「介護支援専門員としての判断」
をしているのか話し合い共に確認
し合う。 

ＣＭの利用者・家

族の意向への働き

かけ 

□ 利用者や家族の意向

がない場合や低い場

合には、意向を高め

るように働きかけて

いる (実施中であ

る。)。 

・特に、介護支援専門員が必要
だと判断しているが、利用者
及び家族の意向がない場合
は、ニーズにできないため、
意向を高める必要があり、高
めていない（高める働きかけ
をしていない。）場合は、理由
を質問 
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確認項目 確認のポイント 質問 

生活全般の解決す

べき課題（ニーズ） 

（整理前） 

□ 利用者の意向と介護

支援専門員の判断が

一致した内容が記載

されている。 

□ 利用者の意向がない

場合は、家族の意向

と介護支援専門員の

判断が一致した内容

が記載されており、

おそらく利用者の意

向に反していない。 

・利用者の意向と介護支援専門
員の判断が一致していない内
容が記載されていたら、その
理由を質問 

・本人の意向ではなく、家族の
意向と介護支援専門員の判断
が一致した内容が記載されて
いる場合は、その理由とニー
ズに対して本人の拒否がない
と見込まれるかを質問 

生活全般の解決す

べき課題（ニーズ） 

（整理後） 

□ 互いに関連する整理

前のニーズが、統合

されている。統合後

に残ったニーズは、

その状態、意向等か

ら判断し、統合され

た関連するニーズと

比較して、より利用

者の生活の活性化に

つながるものであ

る。 

・介護支援専門員が整理した理
由が不明確の場合は、その理
由を質問 

優先順位 □ 利用者が楽しみのあ

る幸せな生活を送れ

るように最も生活を

活性化させると考え

られるニーズが上位

にきている。 

□ 生命が脅かされるよ

うな緊急性の高い課

題がある場合には、

それが上位にきてい

る。 

・優先順位の理由が不明確な場
合は、その理由を確認 
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確認項目 確認のポイント 質問 

意向と判断が一致

しなかったため、

ニーズにならなか

った理由 

□ 利用者又は家族の意

向と介護支援専門員

の判断が一致しなか

った点と理由が記載

されている。 

・理由が不明確な場合は質問 

「リ・アセスメン

ト支援シート」を

作成して気が付い

たこと 

□ リ・アセスメントシ

ートを記入したこと

で、介護支援専門員

が、気が付いたこと

が記載されている。 

・気になる点を質問 

備考  
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ウ 面談ポイントシート＜ケアプラン第２表＞（質問欄にポイント記載入り） 

○その人らしいケアプランを作成するため、「リ・アセスメント支援シート」
を一緒に確認する。 

○「ケアプラン第２表」全体の構造を確認するため、「ケアプラン確認シー
ト」も併せて活用するとよい。 

確認項目 確認のポイント 質問 

生活全般の解決すべ

き課題（ニーズ） 

□ リ・アセスメント支

援シートの「生活全

般の解決すべき課題

（ニーズ）」欄と語句

及び優先順位が一致

している。 

 

長期目標 

及び期間 

目標 

□ 「生活全般の解決す

べき課題（ニーズ）」

が実現した場合の利

用者の目標が記載さ

れている。 

□ 利用者が望む利用者

らしい生活の様子が

具体的に記載されて

いる。 

□ サービスの利用が目

標となっていない。 

期間 

□ 達成可能な目標と期

間になっている。 

□ 認定の有効期間を考

慮しながら期間が設

定されている。 

・利用者らしさが最も現れる
項目であり、「基本情報シー
ト」及び「リ・アセスメント
支援シート」で把握した利用
者のイメージと合致していな
い場合は、その点を質問 

※介護支援専門員が利用者をしっ
かり捉えていないと記載が困難
な項目 
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確認項目 確認のポイント 質問 

短期目標 

及び期間 

□ ニーズに基づく長期

目標を達成するため

の段階的な目標と期

間になっている。 

□ 生活全般の解決すべ

き課題（ニーズ）、長

期目標と同じ内容に

なっていない。 

□ サービス提供事業者

が作成する個別サー

ビス計画の目標とな

りうる内容が記載さ

れている。 

□ モニタリングの際

に、達成度が確認可

能な具体的な目標に

なっている。 

 

サービス内容 □ 短期目標を達成する

ために必要な段取り

が記載されている。 

□ 介護保険のサービス

だけでなく、家族や

隣人が行う支援や利

用者のセルフケアに

ついても記載されて

いる。 

□ 主治医等の専門職か

ら留意事項が示され

た場合は、それにつ

いて記載がある。 

 

サービス種別 □ サービス内容を適切

に実行できるサービ

ス種別が選択されて

いる。 

□ 特定のサービスに偏

っていない。 

・介護保険サービスしか記載
がない場合は、他のサービ
ス・サポートを検討したかを
質問 
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確認項目 確認のポイント 質問 

頻度・期間 □ 短期目標の達成に応

じた頻度が設定され

ている。 

□ 目標やサービス実施

予定に応じた期間が

設定されている。 

□ 短期目標の期間と連

動している。 

  

備考  
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エ 面談ポイントシート＜ケアプラン第１表＞（質問欄にポイント記載入り） 

確認項目 確認のポイント 質問 

利用者及び家族の生

活に対する意向を踏

まえた課題分析の結

果 

□ アセスメントの結果把

握した利用者及び家

族の意向と合致して

いる。 

□ （生活に対する意向以

外の「課題分析の結

果」の記載があると

き） 

  ①生活に対する意向が

明記されている。 

  ②「考えられる、ある

いは望ましい支援」が

指導的・管理的・高圧

的ではなく表記され

ている。 

□ 利用したいサービス内

容だけではなく、利用

者及び家族がサービ

スを利用して、どのよ

うな生活をしたいと

考えているのか記載

されている。 

□ 介護支援専門員の解

釈や翻訳ではなく、利

用者及び家族の言葉

が可能な限りそのま

ま記載されている。 

留意点 
「リ・アセスメント支

援シート」の利用者及

び家族の意向の欄を一

緒に確認する。 

 

-60-



総合的な援助の方針 □ 生活全般の解決すべき

課題（ニーズ）と長期

目標をまとめた内容

を実現するために、家

族及び利用者を含む

ケアチームが行う援

助の方針が記載され

ている。 

□ 利用者及び家族が積極

的に方針に取り組め

るよう、分かりやすい

内容になっている。 

留意点 
「第２表」の「生活全

般の解決すべき課題

（ニーズ）」及び「長期

目標」を確認する。サ

ービス担当者会議で話

し合って記載されるべ

きものであるため、「第

４表」を確認する。 

・サービス担当者会議で方針
を決定していない場合に
は、どうのように決定して
いるのかを質問 

確認項目 確認のポイント 質問 

生活援助中心型の算

定理由 

□ 生活援助中心型の算定

理由が明確であり、か

つ「その他」の場合は、

具体的な理由が記載

されている。 

留意点 
「基本情報シート」や

「リ・アセスメント支

援シート」等で妥当性

を確認する。 

 

備考  
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オ 面談ポイントシート＜ケアプラン第３表＞ 

確認項目 確認のポイント 質問 

週間サービス計画 □ 「第２表」で挙げたサー

ビス・サポートが介護サ

ービス、インフォーマル

サービス・サポートにか

かわらず全て記載され

ている。 

□ 介護サービス以外の利

用者及び家族が行うセ

ルフケアや支援につい

ても記載され、生活全体

の流れが見える記載と

なっている。 

□ 夜間、土日などの支援体

制が具体的に記載され

ている。 

留意点 

 「第２表」の内容を確認

する。 

 

主な日常生活上の活

動 

□ 利用者の平均的なその

人らしい、一日の過ごし

方が具体的に記載され

ている。 

□ 主な介護者の介護への

関わりや不在の時間等

についても記載されて

いる。 

 

週単位以外のサービ

ス 

□ 週単位以外のサービス

（居宅療養管理指導、短

期入所、福祉用具等）が

記載されている。 

□ 週単位以外のボランタ

リーなサポートや近隣

の訪問なども記載され

ている。 

□ 定期的な受診や訪問診

療など、医療機関との関

係が記載されている。 

 

備考  
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【引用資料】 
 

注１ 「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著 中央法規出版株式会社、2008 年、
10 頁 

注２ 「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著中央法規出版株式会社、2008 年、
14 頁、一部改変 

注３ 厚生省老人保健福祉局企画課長通知（平成 11 年 11 月 12 日付老企第 29 号）『介
護サービス計画書の様式及び課題分析標準項目の提示について』別紙４別添より
一部引用 

注４ 「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著 中央法規出版会社、2008 年、80・
81 頁、一部改変 

注５ 佐藤信人 研修資料一部改変 
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